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子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
は
社
会
保
障
改
革
が
前
提
に

子
ど
も
・
子
育
て「
支
援
金
」の
徴
収
ス
タ
ー
ト

　

令
和
８
年
４
月
１
日
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
一
部
の
人
を
除

い
て
令
和
８
年
４
月
分
の
医
療
保
険
料
（
５
月
納
付
分
）

に
合
わ
せ
て
、「
支
援
金
」
の
徴
収
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
支
援
金
」
制
度
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
資
料
に
よ
れ

ば
、「
子
育
て
世
帯
を
支
え
る
新
し
い
分
か
ち
合
い
・
連

帯
の
仕
組
み
と
し
て
、
少
子
化
対
策
に
受
益
を
有
す
る

全
世
代
・
全
経
済
主
体
に
医
療
保
険
の
保
険
料
と
あ
わ

せ
て
拠
出
い
た
だ
く
」
と
さ
れ
、
そ
の
負
担
は
、
歳
出

改
革
と
賃
上
げ
に
よ
る
社
会
保
険
負
担
軽
減
効
果
の
範

囲
内
と
法
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
支
援
納
付
金
の
総

額
の
う
ち
、
被
保
険
者
と
事
業
主
が
全
体
と
し
て
負
担

す
る
具
体
的
な
額
の
目
安
は
、「
令
和
８
年
度
概
ね
６
０

０
０
億
円
、
令
和
９
年
度
概
ね
８
０
０
０
億
円
、
令
和

10
年
度
概
ね
１
兆
円
、
令
和
11
年
度
以
降
は
概
ね
１
兆

円
の
範
囲
内
で
推
移
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
政
府
は
令
和
８
年
度
か
ら
、
毎
年
度
、

医
療
保
険
者
か
ら
支
援
納
付
金
を
徴
収
す
る
仕
組
み
を

導
入
し
、
医
療
保
険
者
は
、
被
保
険
者
等
か
ら
医
療
保

険
給
付
等
に
充
て
る
保
険
料
と
合
わ
せ
て
支
援
金
を
徴

収
し
て
国
に
納
付
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
支
援
金
率
は
、
政
令
で
定
め
る
率
の
範
囲
内

に
お
い
て
、
被
用
者
保
険
全
体
と
し
て
総
報
酬
割
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
実
務
上
は
国
が
一
律
の
率
を
示

す
運
用
と
さ
れ
て
い
る
。
令
和
８
年
度
の
支
援
金
率
は

国
か
ら
０
・
23
％
と
示
さ
れ
、
当
初
予
想
さ
れ
て
い
た

０
・
３
％
～
０
・
35
％
よ
り
は
低
く
設
定
さ
れ
た
。

子
ど
も
・
子
育
て「
拠
出
金
」と
の
ダ
ブ
ル
徴
収

　
「
拠
出
金
」
は
事
業
主
が
負
担
す
る
仕
組
み
で
、
厚
生

年
金
保
険
料
と
合
わ
せ
て
日
本
年
金
機
構
が
徴
収
し
て

い
る
。
こ
の
「
拠
出
金
」
は
、
も
と
も
と
は
昭
和
45
年

５
月
制
定
の
「
児
童
手
当
法
」
に
基
づ
く
「
児
童
手
当

拠
出
金
」
の
名
称
を
、
平
成
27
年
４
月
施
行
の
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
」
に
基
づ
い
て
変
更
し
て
導
入
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
使
途
は
、「
児
童
手
当
」
を
は
じ
め
、
働
き

な
が
ら
子
育
て
す
る
親
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
に
も
使

わ
れ
て
お
り
、
令
和
８
年
度
の
拠
出
金
率
は
０
・
36
％

で
あ
る
。

　

一
方
、「
支
援
金
」
は
、
少
子
化
対
策
を
強
化
す
る
た

め
に
、
令
和
５
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
「
こ
ど
も
未
来

戦
略
」
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
加
速
化
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
く
新
し
い
制
度
で
あ
る
。
独
身
者
、
子
育
て
を
終

え
た
者
、
高
齢
者
を
含
む
全
て
の
世
代
と
事
業
主
か
ら

の
拠
出
に
よ
り
、
子
育
て
を
み
ん
な
で
支
え
合
う
仕
組

み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
子
育
て
世
代
も
「
支
援
金
」
を

負
担
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
拡
充
さ
れ
た
給

付
等
の
下
で
育
っ
た
子
ど
も
は
成
長
し
、
将
来
は
社
会

保
障
制
度
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
く
。
今
の
現
役
世
代

が
高
齢
者
に
な
っ
た
時
に
、
社
会
を
支
え
る
若
い
世
代

を
育
む
と
い
う
支
え
合
い
の
循
環
を
維
持
す
る
点
と
、

子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
を
目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
に
加
え
、
目
に
見
え
る
社
会
保
障
負
担
の
軽
減
が
実

現
す
れ
ば
、
支
援
金
制
度
は
全
て
の
国
民
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
事
業
主
に
は
ダ
ブ
ル
徴
収
と
の
懸

念
が
払
拭
さ
れ
な
い
た
め
、
使
用
目
途
の
明
確
な
分
離

と
理
由
付
け
が
必
要
で
あ
る
。

社
会
保
障
改
革
と
し
て
の
役
割

　
「
支
援
金
」
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
保
障
改
革

を
行
い
、
社
会
保
険
料
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
で
、

「
支
援
金
」
に
よ
る
負
担
は
相
殺
さ
れ
る
と
し
て
「
実
質

的
な
負
担
は
生
じ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
支
援
金

率
０
・
23
％
は
、
被
保
険
者
と
事
業
主
が
拠
出
し
て
い

る
た
め
負
担
が
増
え
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
厳

し
い
財
政
事
情
で
は
あ
る
が
、
令
和
８
年
度
の
健
康
保

険
料
や
介
護
保
険
料
の
料
率
を
引
き
下
げ
て
、
少
し
で

も
支
援
金
率
０
・
23
％
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
べ
く
努

力
を
し
た
健
保
組
合
も
多
く
み
ら
れ
た
。

　
「
支
援
金
」
は
、
健
保
組
合
に
と
っ
て
は
代
行
徴
収
と

は
い
え
、
被
保
険
者
と
事
業
主
が
負
担
す
る
以
上
、
少
子

化
対
策
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
医
療
保
険
を
は
じ
め
と

し
た
社
会
保
障
改
革
の
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と
な
る
べ
き

で
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
役
割
が
な
い
よ
う
で
は
、
医
療

保
険
か
ら
の
徴
収
へ
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

　

当
面
は
、
年
々
増
加
予
定
の
「
支
援
金
」
で
あ
る
が
、

真
に
実
質
的
な
負
担
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
社
会
保

障
改
革
は
継
続
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新

た
な
「
支
援
金
」
負
担
は
、
社
会
保
障
改
革
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
約
束
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。　
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Ⅰ�　
重
点
要
望
事
項
・

新
規
要
望
事
項

１
．
医
療
保
険
制
度
改
革
に
お
い
て
、
所
得

が
一
定
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負

担
を
引
き
上
げ
る
制
度
改
正
が
盛
り
込
ま

れ
た
が
、
高
齢
者
医
療
費
の
負
担
構
造
改

革
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

世
代
間
、
世
代
内
の
給
付
と
負
担
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、
国
民

所
得
の
伸
び
を
上
回
っ
て
増
え
続
け
る
国

民
医
療
費
の
抑
制
策
や
公
費
の
拡
充
等
を

通
じ
て
、
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
確

立
の
た
め
の
更
な
る
見
直
し
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
継
続
・
修
正
）

２
．
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
改
善
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

①　

現
役
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
現
役
並
み
の
所

得
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
へ

の
公
費
投
入
を
行
う
こ
と
。

②　

増
え
続
け
る
膨
大
な
医
療
費
の
軽
減
と

世
代
間
の
公
平
な
負
担
を
図
る
た
め
、
前

期
高
齢
者
、
後
期
高
齢
者
の
自
己
負
担
割

の
健
保
組
合
が
調
整
対
象
外
と
な
る
よ
う

国
費
に
よ
り
下
方
修
正
す
る
こ
と
。

�
<

修
正>

⑤　

健
康
保
険
組
合
が
負
担
す
る
高
齢
者
医

療
へ
の
納
付
金
等
に
上
限
を
設
け
る
と
と

も
に
、
毎
年
予
算
措
置
を
講
じ
て
い
る
高

齢
者
医
療
費
支
援
金
等
の
負
担
に
対
し
て

行
う
、
助
成
事
業
に
対
す
る
補
助
金
に
つ

い
て
制
度
化
す
る
こ
と
。

⑥　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
そ

の
支
援
金
を
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
に
よ

り
財
政
調
整
対
象
と
す
る
こ
と
は
制
度
の

趣
旨
に
反
し
て
お
り
、
速
や
か
に
廃
止
す

る
な
ど
、
前
期
高
齢
者
の
費
用
負
担
構
造

の
見
直
し
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。

⑦　

国
民
健
康
保
険
の
補
助
金
は
、
都
道
府

県
か
ら
普
通
交
付
金
と
特
別
交
付
金
と
し

て
交
付
さ
れ
て
い
る
。
普
通
交
付
金
は
国

保
保
険
料
と
前
期
高
齢
者
納
付
金
を
財
源

と
し
て
い
る
が
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
を

財
源
と
す
る
も
の
は
普
通
交
付
金
か
ら
除

外
し
、「
前
期
高
齢
者
交
付
金
」
と
し
て
勘

定
を
分
け
、
目
的
を
明
確
に
し
た
上
で
交

付
す
る
こ
と
。

３
．
高
額
医
療
交
付
金
交
付
事
業
に
対
す
る

合
を
以
下
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

　
　

�

前
期
高
齢
者
…
３
割
負
担
（
住
民
税
非

課
税
者
２
割
負
担
）

　
　

�

後
期
高
齢
者
…
２
割
負
担
（
現
役
並
み

３
割
、
住
民
税
非
課
税
者
１
割
負
担
）

と
す
る
が
、
将
来
的
に
は
３
割
負
担

　
　

ま
た
、
前
期
高
齢
者
の
年
齢
区
分
を
５

歳
引
上
げ
【
70 - 

74
歳
】
と
す
る
こ
と
。

�
<

修
正>

③　

前
期
高
齢
者
納
付
金
・
後
期
高
齢
者
支

援
金
等
が
過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、

公
費
に
よ
る
拠
出
金
負
担
軽
減
措
置
の
拡

充
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
高
齢

者
支
援
金
等
負
担
金
助
成
事
業
を
継
続
し
、

交
付
基
準
の
緩
和
及
び
補
助
金
の
増
額
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。

④　

前
期
高
齢
者
納
付
金
の
算
定
に
当
た
っ

て
、
調
整
対
象
と
な
る
被
保
険
者
１
人
当

た
り
前
期
高
齢
者
給
付
費
の
上
限
が
設
定

さ
れ
て
い
る
が
、
各
保
険
者
の
医
療
費
適

正
化
努
力
を
無
力
化
す
る
超
高
額
な
新
薬

の
保
険
適
用
が
進
み
、
全
保
険
者
の
１
人

当
た
り
平
均
前
期
高
齢
者
給
付
費
の
水
準

も
上
昇
し
て
い
る
た
め
、
調
整
対
象
外
基

準
率
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
多
く

令
和
９
年
度　

健
康
保
険
組
合
予
算
編
成
に
関
す
る
要
望
事
項

�

全
国
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会

　全国総合健康保険組合協議会は６月26日、「令和９年度健康保険組合予算編成に関する要望

事項」を厚生労働省保険局保険課に提出した。今秋にも、同課との意見交換会の中で回答を受

ける予定としている。要望事項の全文は以下のとおり。

厚生労働省へ要望事項を提出
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補
助
金
に
、
令
和
６
年
度
１
０
０
億
円
の

財
政
支
援
が
措
置
さ
れ
た
が
、
近
年
、
高

額
薬
剤
の
保
険
適
用
が
相
次
い
で
お
り
、

今
後
、
医
療
費
の
高
額
化
が
一
段
と
進
展

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
同

事
業
へ
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
、
継
続
・

拡
充
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

４
．
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
引
下
げ
に
伴

う
財
政
基
盤
の
脆
弱
な
健
保
組
合
へ
の
財

政
支
援
２
０
０
億
円
に
つ
い
て
、
健
保
連

が
実
施
す
る
高
額
医
療
交
付
金
交
付
事
業

を
増
額
す
る
形
で
予
算
措
置
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
交
付
基
準
に
つ
い
て
は
、
当
該

年
度
の
高
額
医
療
費
の
発
生
の
多
寡
に
か

か
わ
ら
ず
、
全
て
の
総
合
組
合
が
保
険
料

率
を
引
き
下
げ
ら
れ
る
よ
う
に
（
又
は
維

持
で
き
る
よ
う
に
）、
各
総
合
組
合
の
財

政
基
盤
の
安
定
に
資
す
る
内
容
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
当
該
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
恒

常
的
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

５
．
高
齢
者
医
療
円
滑
化
等
補
助
金
の
見
直

し
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
、
前
期
財
政

調
整
に
お
け
る
報
酬
調
整
の
導
入
に
伴
う

特
例
的
な
支
援
（
企
業
の
賃
上
げ
努
力
に

配
慮
し
た
拠
出
金
負
担
軽
減
措
置
）
に
つ

い
て
、
継
続
・
拡
充
を
お
図
り
い
た
だ
き

た
い
。�

（
新
規
）

６
．
短
時
間
労
働
者
の
適
用
拡
大
は
段
階
的

に
実
施
さ
れ
る
が
、
短
時
間
労
働
者
を
多

く
雇
用
す
る
特
定
の
業
種
・
業
態
の
保
険

者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
拠
出
金
負
担
・
保

険
給
付
費
等
に
多
大
な
影
響
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
令
和
９
年
度
以

降
も
適
用
拡
大
に
よ
る
保
険
者
へ
の
影
響

に
対
し
て
、
十
分
な
負
担
軽
減
措
置
の
継

続
・
拡
充
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

７
．
令
和
８
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
適
用

拡
大
に
伴
い
、
保
険
料
負
担
割
合
を
変
更

す
る
こ
と
で
労
働
者
の
保
険
料
負
担
を
軽

減
で
き
る
仕
組
み
（
労
使
折
半
を
超
え
て

事
業
主
が
負
担
し
た
保
険
料
を
３
年
間
健

保
組
合
が
支
援
）
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

と
お
り
助
成
い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

①　

労
働
者
や
事
業
主
を
支
援
す
る
た
め
の

特
例
措
置
に
係
る
保
険
料
還
付
の
財
源
は

国
が
手
当
て
す
る
こ
と
。

②　

事
務
費
負
担
金
を
拡
充
す
る
こ
と
。

③　

シ
ス
テ
ム
改
修
等
に
要
す
る
経
費
の
国

庫
負
担
を
行
う
こ
と
。

８
．
妊
婦
の
自
己
負
担
無
償
化
に
向
け
、
出

産
費
用
を
全
国
一
律
の
給
付
水
準
の
現
物

給
付
化
と
す
る
仕
組
み
の
中
で
適
切
な
基

本
単
価
等
の
設
定
を
図
り
、
保
険
者
に
過

度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

９
．
出
産
に
対
す
る
給
付
体
系
の
見
直
し
に

お
い
て
、
検
討
さ
れ
て
い
る
妊
婦
本
人
に

対
す
る
現
金
給
付
に
つ
い
て
は
、
保
険
診

療
に
お
け
る
自
己
負
担
軽
減
策
と
し
て
で

は
な
く
、
出
産
に
伴
う
子
育
て
支
援
策
と

し
て
公
費
負
担
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

10
．
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
喫
緊

の
課
題
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
。
少
子
化
対
策
は
推
進
す
べ
き
で

あ
る
が
、
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
、
不

妊
治
療
の
保
険
適
用
、
育
児
休
業
中
の
保

険
料
免
除
等
の
健
康
保
険
に
お
け
る
少
子

化
対
策
は
、
特
に
性
成
熟
期
の
女
性
被
保

険
者
の
比
率
の
高
い
健
保
組
合
に
と
っ
て

過
重
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

 

医
療
保
険
者
に
お
け
る
性
・
年
齢
別
の

構
成
割
合
に
よ
る
負
担
の
偏
在
な
ど
の
影

響
を
検
証
し
、
社
会
全
体
で
公
平
に
子
供

を
支
え
る
観
点
か
ら
、
全
世
代
で
支
え
合

う
仕
組
み
の
構
築
又
は
財
政
支
援
措
置
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。　�

（
継
続
）

11
．
６
歳
未
満
の
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助

成
は
ど
こ
の
市
町
村
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、

保
険
者
が
８
割
を
負
担
す
る
こ
と
は
、
子

育
て
を
す
る
被
保
険
者
を
優
遇
す
る
も
の

で
は
な
く
、
市
町
村
に
対
す
る
負
担
軽
減

策
で
し
か
な
い
た
め
、
６
歳
未
満
の
者
の

自
己
負
担
割
合
を
３
割
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
）

12
．
診
療
報
酬
体
系
に
つ
い
て
は
、
包
括

化
・
定
額
化
の
拡
大
を
図
り
、
適
正
な
診

療
報
酬
の
配
分
見
直
し
や
薬
価
、
保
険
医

療
材
料
の
引
下
げ
等
医
療
の
効
率
化
を
図

り
、
国
民
医
療
費
の
伸
び
の
抑
制
措
置
を

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

13
．
健
保
組
合
に
お
い
て
は
、
医
療
費
や
拠

出
金
等
の
義
務
的
経
費
が
増
加
す
る
中
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
等
へ
の
対
応
や
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の
創
設
に
伴

う
多
く
の
新
規
事
務
に
よ
り
業
務
量
が
増

大
し
事
務
負
担
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

事
業
の
円
滑
な
運
営
に
向
け
、
事
務
費
負

担
金
予
算
を
増
額
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

14
．
限
り
あ
る
財
源
の
も
と
、
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
の
更
な
る
充
実
に
努
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
庫
補
助
に
係
る
予
算

を
確
保
（
拡
充
）
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の

補
助
金
に
つ
い
て
、
実
績
額
に
基
づ
く
適

正
な
補
助
金
（
追
加
支
給
も
含
め
）
と
し

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

15
．
協
会
け
ん
ぽ
を
除
く
被
用
者
保
険
者
間

の
み
で
実
施
さ
れ
て
い
る
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
の
加
算
減
算
制
度
を
廃
止
し
、
新

た
に
、
公
費
を
財
源
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
制
度
を
創
設
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

16
．
経
済
産
業
省
が
実
施
し
て
い
る
「
健
康

経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
」
に
お
い
て
、

特
定
保
健
指
導
実
施
率
が
著
し
く
低
い
事
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業
所
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
設
問
の
取
扱

い
を
認
定
要
件
必
須
と
し
、
中
小
規
模
法

人
部
門
に
お
い
て
も
実
施
率
の
記
載
を
求

め
、
最
低
で
も
保
険
者
別
評
価
指
標
（
単

一
健
保
50
％
、
総
合
健
保
30
％
）
以
上
と

す
る
な
ど
変
更
す
る
よ
う
関
係
機
関
に
働

き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

17
．
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
に
つ
い
て
は
、

国
に
お
い
て
制
度
の
内
容
を
十
分
に
周
知

す
る
と
と
も
に
、
引
き
上
げ
る
必
要
性
と

使
途
及
び
こ
れ
ま
で
の
効
果
等
を
、
マ
ス

コ
ミ
等
を
通
じ
国
民
へ
の
説
明
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
令
和
９
年
度
・
10
年
度
の
率
は

早
期
に
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

18
．
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
現
役
世
代

の
負
担
等
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
国
に
お

い
て
十
分
な
広
報
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た

め
、
事
業
主
及
び
被
保
険
者
等
に
も
分
か

り
や
す
い
内
容
で
、
引
き
続
き
十
分
な
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
テ
レ
ビ
放
映
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
周
知
広
報
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
学
校
教
育
や
新

入
社
員
研
修
等
で
我
が
国
の
医
療
保
険
制

度
を
学
ぶ
機
会
の
創
出
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

19
．
重
点
医
師
偏
在
対
策
支
援
区
域
の
医
師

の
手
当
増
額
支
援
と
し
て
保
険
者
が
一
部

を
拠
出
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
と
同
様
に
国
が
国
民

の
納
得
を
得
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
な
説
明
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

20
．
扶
養
認
定
基
準
全
般
に
つ
い
て
明
確
化

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
も
見
直
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
・
新
規
）

①　

	

短
時
間
被
保
険
者
と
被
扶
養
者
認
定
基

準
に
係
る
制
度
上
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
。

�
<

修
正>

②	　

収
入
が
あ
る
者
の
被
扶
養
者
の
年
間
収

入
基
準
額
（
60
歳
以
上
の
老
年
者
又
は
概

ね
障
害
年
金
の
受
給
要
件
に
該
当
す
る
程

度
の
障
害
者
で
あ
る
場
合
は
１
８
０
万
円

未
満
）
に
つ
い
て
、
早
急
に
生
活
や
就
労

の
実
態
を
調
査
し
、
年
齢
基
準
を
見
直
す

こ
と
。

③　

自
営
業
者
等
で
あ
る
被
扶
養
者
に
つ
い

て
、
近
年
、
様
々
な
事
業
形
態
が
あ
る
中
、

被
扶
養
者
認
定
に
お
け
る
収
入
判
断
は
保

険
者
に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、
具

体
的
な
取
扱
い
基
準
を
早
急
に
示
す
こ
と
。

④　

保
険
者
の
裁
量
に
よ
り
、
被
扶
養
者
認

定
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
「
認
定
年
月
日
や

削
除
年
月
日
」
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
基

準
を
設
け
る
こ
と
。

⑤　

被
扶
養
者
認
定
に
つ
い
て
、
２
０
２
６

年
４
月
か
ら
は
労
働
契
約
内
容
に
基
づ
く

年
間
収
入
の
判
定
が
可
能
に
な
っ
た
が
、

実
際
の
年
間
収
入
と
の
乖
離
が
社
会
通
念

上
妥
当
で
あ
る
範
囲
を
超
え
て
基
準
額
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た

場
合
、「
契
約
内
容
が
明
確
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
」「
臨
時
収
入
が
社
会
通
念
上
妥

当
な
範
囲
か
」「
契
約
と
実
態
の
乖
離
が

ど
の
程
度
か
」
の
判
断
は
保
険
者
に
よ
り

ば
ら
つ
き
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

具
体
的
な
取
扱
い
基
準
を
早
急
に
示
す
こ

と
。�

<

新
規>

21
．
傷
病
手
当
金
に
係
る
医
師
の
労
務
不
能

等
の
意
見
に
つ
い
て
は
、「
傷
病
手
当
金

意
見
書
交
付
料
」
を
算
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
患
者
の
症
状
、
治
療
内
容
等
に

加
え
て
労
務
不
能
と
判
断
し
た
根
拠
を
明

確
に
記
載
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
保
険
者
か
ら
の
照
会
に
対
し
て

は
無
償
に
よ
る
回
答
を
義
務
付
け
る
な
ど
、

保
険
医
療
機
関
等
を
指
導
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
）

22
．
傷
病
手
当
金
と
労
働
者
災
害
補
償
保
険

等
の
休
業
補
償
給
付
と
の
併
給
調
整
に
つ

い
て
は
、
被
保
険
者
に
と
っ
て
傷
病
手
当

金
を
返
納
す
る
際
の
負
担
が
重
く
、
保
険

者
に
お
い
て
も
返
納
さ
れ
ず
回
収
に
苦
慮

す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　
　

令
和
３
年
の
法
改
正
に
お
い
て
、
保
険

者
か
ら
労
働
基
準
監
督
署
へ
労
災
給
付
の

情
報
を
照
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
が

盛
り
込
ま
れ
、
施
行
規
則
で
傷
病
手
当
金

　

の
支
給
申
請
書
に
労
災
保
険
法
等
の
規
定

に
よ
り
傷
病
手
当
金
に
相
当
す
る
給
付
を

受
け
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
保
険
者
間

調
整
を
行
う
法
的
環
境
は
整
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
早
急
に
労
働
部
局
と
の
調
整
を

進
め
、
保
険
者
間
調
整
を
可
能
と
す
る
通

知
を
発
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

23
．｢

は
り
、
き
ゅ
う
及
び
あ
ん
摩
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
」
の
同
意
・
再
同
意
時
に
お
け
る

医
師
の
診
察
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
含
ま

れ
な
い
と
す
る
旨
を
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
適
切
な
実
施
に
関
す
る
指
針
」
若
し

く
は
別
添
「
Ｑ
＆
Ａ
」
等
に
掲
載
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　

併
せ
て
、
傷
病
手
当
金
に
係
る
医
師
の

意
見
に
つ
い
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
か

つ
初
診
で
労
務
不
能
と
の
意
見
書
を
交
付

す
る
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
お
り
、
十
分
な
医

学
的
所
見
・
医
学
的
情
報
に
基
づ
い
た
労

務
不
能
の
判
断
で
あ
る
の
か
保
険
者
と
し

て
判
断
に
苦
慮
し
て
い
る
。

　
　

つ
い
て
は
、
傷
病
手
当
金
の
医
師
の
意

見
（
若
し
く
は
傷
病
手
当
金
意
見
書
交
付

料
の
算
定
）
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
は

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
よ
る
労
務
不
能
の
証

明
は
な
じ
ま
な
い
も
の
と
し
て
、
一
定
の

基
準
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
保
険
者
が
根

拠
を
持
っ
て
適
否
を
判
断
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）
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24
．
装
具
の
療
養
費
に
係
る
審
査
時
の
患
者

照
会
の
結
果
、
医
師
に
よ
ら
ず
、
装
具
業

者
に
お
い
て
採
寸
・
採
型
が
実
施
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
義
肢
装
具
採

寸
法
２
０
０
点
」
及
び
「
治
療
用
装
具
採

型
法
７
０
０
点
」
が
算
定
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。
現
状
、

医
師
に
よ
る
採
寸
・
採
型
は
稀
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で
装
具
業
者
が
実
施

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
取
扱
い
を

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

25
．
義
肢
装
具
士
が
常
駐
し
て
い
な
い
地
域

に
お
い
て
、
加
入
者
が
円
滑
か
つ
公
平
に

医
療
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

リ
ス
ト
掲
載
の
既
製
品
装
具
に
つ
い
て
は
、

特
定
保
険
医
療
材
料
へ
移
行
す
る
仕
組
み

と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

26
．
令
和
２
年
７
月
15
日
付
厚
生
労
働
省
保

険
局
保
険
課
発
の
事
務
連
絡
「
海
外
に
お

け
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
算
定
に
当
た

っ
て
の
参
考
資
料
の
送
付
に
つ
い
て
」
に

つ
い
て
、
最
新
版
の
作
成
及
び
提
供
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

27
．
滞
納
事
業
所
に
係
る
延
滞
金
に
つ
い
て

は
、
一
般
勘
定
、
子
ど
も
勘
定
、
介
護
勘

定
ご
と
に
計
上
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

が
、
一
般
勘
定
に
統
合
し
て
計
上
す
る
こ

と
と
す
る
取
扱
い
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

28
．
被
保
険
者
０
人
の
事
業
所
で
日
本
年
金

機
構
が
全
喪
処
理
し
て
い
る
場
合
、
実
地

調
査
等
で
事
業
の
実
態
が
な
い
と
確
認
で

き
た
と
き
は
、
健
保
組
合
で
も
全
喪
処
理

を
可
能
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
新
規
）

29
．
適
用
に
関
す
る
電
子
申
請
環
境
の
構
築

に
加
え
、
保
険
給
付
申
請
に
つ
い
て
も
、

健
保
組
合
が
各
々
で
電
子
申
請
環
境
を
構

築
す
る
の
で
は
な
く
、
国
に
お
い
て
給
付

に
関
す
る
電
子
申
請
環
境
を
構
築
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
健
保
組
合
業
務
シ
ス
テ
ム
と
電

子
申
請
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
必
要
な
、

機
能
整
備
に
係
る
費
用
等
の
財
政
支
援
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

併
せ
て
、
今
後
導
入
が
さ
れ
る
ｅ-

Ｇ

ｏ
ｖ
に
よ
る
電
子
申
請
利
用
に
際
し
て
、

事
業
所
へ
の
説
明
が
で
き
る
解
り
や
す
い

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
Ｑ
＆
Ａ
の
作
成
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

30
．
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
及
び
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
の
一
体
化
（
保
険

証
廃
止
）
に
対
応
す
る
た
め
の
組
合
基
幹

シ
ス
テ
ム
の
改
修
経
費
等
に
つ
い
て
は
国

庫
補
助
の
対
象
に
な
っ
た
が
、
中
間
サ
ー

バ
ー
等
に
係
る
必
要
経
費
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
接
続
経
費
、
そ
の
後
の
運
用
に
要
す
る

経
費
等
に
つ
い
て
も
全
額
国
の
負
担
と
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
国
か
ら
の
事
業
主
等
へ
の
周
知

広
報
を
引
き
続
き
行
う
ほ
か
、
保
険
医
療

機
関
等
に
対
し
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
や
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
利
用
を
促
進
す
る

た
め
の
働
き
か
け
を
十
分
に
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

31
．
第
三
者
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
方
や
配

慮
が
必
要
な
方
な
ど
を
除
き
、
原
則
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
及
び
健
康
保
険

証
利
用
登
録
を
義
務
化
し
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
新
規
）

32
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書

有
効
期
限
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
市
区
町

村
の
窓
口
の
み
の
手
続
き
と
な
っ
て
い
る

が
、
市
区
町
村
の
窓
口
以
外
で
も
手
続
き

が
可
能
な
他
の
選
択
肢
を
設
け
る
よ
う
、

総
務
省
へ
改
善
を
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

33
．
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促
進
に
当
た
り
、

健
康
保
険
組
合
が
交
付
す
る
資
格
確
認
書

の
発
行
条
件
等
を
見
直
し
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
新
規
）

34
．
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
で
医
療
機
関
が

患
者
の
資
格
確
認
を
し
た
際
、
現
在
の
資

格
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
そ
の
前
に
加

入
し
て
い
た
保
険
者
に
請
求
し
て
よ
い
と

い
う
通
知
を
改
め
、
全
額
患
者
の
個
人
負

担
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
療
養
費
で

の
対
応
。）�

（
新
規
）

35
．
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
の

受
診
券
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
各
医
療
保

険
者
が
対
象
者
に
対
し
紙
媒
体
に
よ
り
交

付
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
保
有
す
る
対
象
者
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
に
各
医
療

保
険
者
の
補
助
金
額
等
の
必
要
事
項
を
登

録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

上
で
受
診
券
の
表
示
・
出
力
で
き
る
仕
組

み
の
構
築
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

36
．
予
算
・
決
算
届
出
の
ｅ-

Ｇ
ｏ
ｖ
申
請

に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
れ
た
一
つ
の

フ
ァ
イ
ル
で
の
提
出
を
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
届
出
文
書
の
保
存
形
式
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
フ
ァ
イ
ル
の
結
合
及
び
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
に
苦
慮
し
て
い
る
。

　
　

複
数
の
フ
ァ
イ
ル
で
の
提
出
を
可
能
に

す
る
な
ど
、
簡
便
な
提
出
方
法
を
ご
検
討

い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

37
．
保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
、
近
年
、

社
会
的
に
浸
透
し
て
い
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
活
用
や
電
子
的
納
付
に
つ
い
て
、

整
理
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

併
せ
て
、
金
融
機
関
に
お
け
る
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
伴
い
領
収
済
通
知
書
の
発

行
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
増

え
て
い
る
の
で
、
領
収
済
通
知
書
保
管
を

省
略
可
と
す
る
な
ど
、
健
保
組
合
の
債
権
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管
理
事
務
に
関
す
る
取
扱
い
の
整
理
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

38
．
40
歳
未
満
の
被
保
険
者
及
び
被
扶
養
者

の
健
診
結
果
に
関
し
て
、
健
診
実
施
機
関

か
ら
医
療
保
険
者
へ
の
提
供
は
Ｘ
Ｍ
Ｌ
形

式
を
必
須
と
し
、
そ
の
提
出
を
義
務
化
し

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

39
．
統
合
専
用
端
末
に
て
、
情
報
照
会
を
実

施
し
た
際
、
処
理
結
果
が
「
情
報
提
供
エ

ラ
ー
」
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
が
、
実
際
に
求
め
て
い
る
情
報
が
な

い
の
か
、
情
報
照
会
先
の
副
本
登
録
遅
延

や
未
登
録
等
な
の
か
判
断
で
き
な
い
た
め
、

他
の
表
現
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

遅
延
や
未
登
録
が
な
い
よ
う
デ
ジ
タ
ル
庁

と
連
携
の
上
、
関
係
機
関
を
指
導
い
た
だ

き
た
い
。�

（
新
規
）

40
．｢

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
第
１
３
８
条
に
基
づ
く
被
扶
養
者
情
報

の
提
供
」
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

う
よ
う
提
供
方
法
の
見
直
し
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。　�

（
新
規
）

41
．
訪
問
看
護
レ
セ
プ
ト
の
再
審
査
請
求
も

オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

Ⅱ　
継
続
要
望
事
項

（
例
年
の
回
答
等
に
つ
い
て
内
容
が
変
更
さ

れ
る
も
の
に
つ
い
て
ご
回
答
願
い
ま
す
）

〈
制
度
関
係
〉

１
．
傷
病
手
当
金
と
育
児
・
介
護
休
業
給
付

金
は
、
い
ず
れ
も
所
得
補
償
を
目
的
と
す

る
給
付
で
あ
り
、
同
一
期
間
に
重
複
し
て

支
給
さ
れ
る
場
合
に
は
、
年
金
や
出
産
手

当
金
な
ど
と
の
調
整
と
同
様
に
給
付
調
整

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
昭
和

33
年
の
「
傷
病
手
当
金
と
労
災
給
付
の
調

整
」
と
同
様
の
通
知
を
発
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

特
に
、
令
和
７
年
４
月
施
行
の
出
生
後

休
業
支
援
給
付
金
（
13
％
）
で
は
、
出
生

時
育
児
休
業
給
付
金
と
合
わ
せ
て
保
険
料

免
除
を
考
慮
す
る
と
、
実
質
的
に
手
取
り

10
割
相
当
の
所
得
補
償
と
な
る
と
説
明
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
傷
病
手
当
金
（
約

67
％
）
が
重
複
支
給
さ
れ
る
と
合
計
１
６

７
％
相
当
の
所
得
補
償
と
な
る
た
め
、
休

業
給
付
と
し
て
は
過
剰
と
思
わ
れ
、
保
険

料
を
納
め
て
い
る
者
と
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
早
急
な
対
応
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

�

（
継
続
・
修
正
）

２
．「
介
護
保
険
料
減
額
更
正
請
求
事
件
（
平

成
25
年
５
月
27
日
最
高
裁
判
決
）」
に
よ

り
、
保
険
料
を
減
額
更
正
す
る
場
合
に
は
、

期
間
制
限
に
は
服
さ
な
い
と
す
る
判
決
が

確
定
さ
れ
、
こ
の
判
決
を
き
っ
か
け
に
、

国
民
健
康
保
険
法
、
介
護
保
険
法
、
高
確

法
に
お
い
て
は
、
権
利
義
務
を
確
定
さ
せ

る
と
い
う
趣
旨
で
「
賦
課
決
定
の
期
間
制

限
」
の
規
定
が
追
加
さ
れ
た
と
こ
ろ
（
平

成
27
年
４
月
施
行
）。
同
様
の
規
定
を
健

康
保
険
法
に
定
め
て
い
た
だ
き
、
遡
及
で

き
る
期
間
の
制
限
を
設
け
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
継
続
）

３
．
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
改
善
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
）

①　

前
期
高
齢
者
加
入
者
調
整
率
の
補
正
係

数
は
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。
健
保
組
合

の
医
療
費
適
正
化
の
取
組
み
が
反
映
さ
れ

る
よ
う
、
補
正
係
数
の
伸
び
を
抑
制
す
る

こ
と
。

　
　

な
お
、
抑
制
で
き
な
い
場
合
に
つ
い
て

は
、
国
費
を
投
入
す
る
こ
と
。

②　

納
付
金
等
の
算
出
基
礎
と
な
る
係
数
に

つ
い
て
は
、
予
算
編
成
時
の
数
値
と
賦
課

時
の
数
値
の
乖
離
が
大
き
く
、
組
合
会
等

で
の
説
明
に
苦
慮
し
て
い
る
。
乖
離
幅
が

で
き
る
だ
け
最
小
限
に
な
る
よ
う
引
き
続

き
精
度
の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
介
護
納
付
金
と
同
様
に
１
月
中
旬

に
前
倒
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
組
合
会
等
で
説
明
が
必
要
な
た

め
、
諸
係
数
の
算
出
根
拠
や
変
動
し
た
理

由
等
に
つ
い
て
も
保
険
者
へ
明
示
す
る
こ

と
。

③　

後
期
高
齢
者
に
対
す
る
保
健
事
業
の
効

果
的
な
実
施
や
、
医
療
費
の
適
正
化
が
、

現
役
世
代
の
支
援
金
等
に
影
響
す
る
た
め
、

引
き
続
き
広
域
連
合
を
指
導
す
る
こ
と
。

４
．
保
険
調
剤
費
の
抑
制
の
た
め
、
後
発
医

薬
品
・
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
医
薬
品
の
使
用

促
進
及
び
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
利
用
に
つ

い
て
、
国
民
へ
の
積
極
的
な
広
報
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
保
険
医
療
機
関
・
保
険

薬
局
等
の
理
解
と
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
保
険
医
療
機
関
等
に
対

し
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
、
引
き
続
き

指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

５
．
国
民
健
康
保
険
制
度
の
創
設
や
事
業
内

容
の
充
実
な
ど
、
長
年
の
経
過
の
中
で
、

任
意
継
続
被
保
険
者
制
度
の
存
続
意
義
も

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
制
度
を
廃
止

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
廃
止
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、

資
格
要
件
の
被
保
険
者
期
間
「
２
か
月
以

上
」
に
つ
い
て
、「
１
年
以
上
」
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

６
．
資
格
喪
失
後
の
出
産
育
児
一
時
金
及
び

埋
葬
料
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
国
民
皆
保

険
が
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
て
お
り
、
現

在
加
入
し
て
い
る
保
険
者
か
ら
支
給
す
べ

き
で
あ
り
、
資
格
喪
失
前
の
保
険
料
納
付

実
績
は
関
係
が
な
い
の
で
、
廃
止
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
資
格
喪
失
後
の
傷
病
手
当
金
及

び
出
産
手
当
金
の
支
給
に
つ
い
て
も
、
廃

止
又
は
受
給
資
格
要
件
の
被
保
険
者
期
間
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１
年
に
つ
い
て
、
傷
病
手
当
金
受
給
期
間

を
除
い
た
期
間
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

７
．
低
所
得
者
（
標
準
報
酬
月
額
の
下
限
該

当
者
）
及
び
高
所
得
者
（
標
準
報
酬
月
額

の
上
限
該
当
者
）
の
就
労
実
態
等
を
精
査

し
た
上
で
、
標
準
報
酬
月
額
の
下
限
及
び

上
限
の
見
直
し
と
、
併
せ
て
標
準
賞
与
額

年
間
累
計
上
限
を
引
上
げ
又
は
撤
廃
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

８
．
育
児
休
業
中
の
保
険
料
免
除
要
件
に
つ

い
て
は
、
法
改
正
に
よ
り
一
部
見
直
さ
れ

た
が
、
月
末
時
点
で
短
期
間
の
育
休
を
取

得
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
と
な

る
仕
組
み
は
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
改
善
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
賞
与
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
免
除
を
廃
止
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

９
．
二
以
上
事
業
所
勤
務
者
の
取
扱
い
に
つ

い
て
、
法
令
や
通
知
に
よ
る
整
理
が
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
運
用
面
に
依
存
す
る
取

扱
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
用
事

業
所
へ
の
通
知
に
係
る
個
人
情
報
の
対
応

も
含
め
、
早
急
に
根
本
的
な
見
直
し
を
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
現
在
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
ご

教
示
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

10
．
賞
与
支
払
月
に
定
年
再
雇
用
及
び
雇
用

契
約
更
新
に
係
る
資
格
の
得
喪
処
理
を
行

っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
同
一
事
業
所
で
の

就
労
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
得

喪
処
理
で
は
な
く
、
得
喪
日
の
翌
月
を
改

定
月
と
す
る
定
年
再
雇
用
時
月
変
等
（
特

例
月
変
等
）
を
新
設
す
る
な
ど
、
賞
与
保

険
料
を
徴
収
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
）

　
〔
事
例
〕　

賞
与
支
払
日　
　
　

６
／
10

　
　
　
　
　

定
年
再
雇
用
及
び
雇
用
契
約
更

　
　
　
　

新
に
係
る
得
喪
日　

６
／
15

11
．
70
歳
未
満
の
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
70
歳
以
上
の
高
齢
受
給
者
に
つ
い
て

は
、
一
律
に
２
割
負
担
と
な
っ
て
い
る
が
、

被
保
険
者
の
報
酬
月
額
の
区
分
に
よ
り
判

定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

12
．
滞
納
処
分
認
可
書
に
事
業
所
名
を
明
記

い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
滞
納
処
分
認
可
申
請
は
期
間
ご

と
の
認
可
申
請
を
要
す
る
が
、
債
権
確
保

の
た
め
に
は
急
施
を
要
す
る
の
で
、
事
業

所
を
単
位
と
し
た
認
可
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
）

13
．
柔
道
整
復
師
・
鍼
灸
師
の
施
術
に
係
る

療
養
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
の
措

置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

①	　
「
各
種
保
険
適
用
」
な
ど
の
広
告
表
示

等
の
在
り
方
を
含
め
て
、
保
健
所
等
と
の

連
携
の
も
と
、
施
術
者
に
対
す
る
指
導
・

監
査
体
制
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
。

�
<

修
正>

②	　

柔
道
整
復
療
養
費
の
「
償
還
払
い
」
に

つ
い
て
一
部
導
入
さ
れ
た
が
、
今
後
、
更

な
る
対
象
者
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
。

�
<

修
正>

③　

療
養
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
柔
道

整
復
療
養
費
の
申
請
書
に
は
、
負
傷
の
部

位
数
等
に
関
わ
ら
ず
、
負
傷
原
因
の
記
入

を
必
須
項
目
と
す
る
こ
と
。

④　

鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
療
養
費
に
対
す

る
不
正
防
止
策
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
体

制
を
構
築
す
る
な
ど
実
効
性
の
あ
る
も
の

と
し
、
不
正
に
対
す
る
罰
則
の
厳
格
化
を

図
る
こ
と
。

14
．
治
療
用
装
具
療
養
費
に
お
け
る
不
適
正

な
請
求
が
散
見
さ
れ
る
の
で
、
指
導
し
て

い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

15
．
保
険
医
療
機
関
等
の
指
導
に
伴
う
地
方

厚
生
（
支
）
局
の
返
還
金
通
知
に
つ
い
て
、

現
物
高
額
療
養
費
が
含
ま
れ
て
い
な
い
も

の
が
相
変
わ
ら
ず
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
医
療
指
導
監
査
業
務
等
実
務
要

領
（
監
査
編
）
に
基
づ
き
記
載
す
る
よ
う
、

地
方
厚
生
（
支
）
局
及
び
保
険
医
療
機
関

等
に
対
し
て
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
実
務
要
領
に
注
意
事
項
と
し
て
、

そ
の
旨
の
記
載
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�
（
継
続
・
修
正
）

16
．
予
算
編
成
に
お
い
て
準
備
金
限
度
内
部

分
を
満
た
さ
な
い
場
合
、「
準
備
金
限
度

内
部
分
に
係
る
積
立
計
画
」
を
策
定
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
現
行
の
２
年
間
で
の
積

立
計
画
で
は
無
理
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

ま
た
、
保
険
料
率
引
上
げ
を
前
提
と
し

た
計
画
で
は
、
健
保
組
合
解
散
の
議
論
に

直
結
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
長
期
的

な
計
画
期
間
と
す
る
な
ど
、
実
情
に
即
し

た
柔
軟
な
措
置
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
継
続
）

〈
介
護
保
険
関
係
〉

１
．
保
険
者
機
能
を
発
揮
で
き
な
い
介
護
保

険
制
度
の
徴
収
事
務
は
、
国
の
事
務
と
し

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

２
．
介
護
保
険
料
も
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

率
と
同
様
に
、国
か
ら
一
律
で
示
す
取
扱
い

と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

〈
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
特
定
健

診
・
保
健
指
導
関
係
〉

１
．
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
効
果
的
な
保
健
事
業
を
実
施
す
る
た

め
、
事
業
主
と
協
働
し
て
事
業
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
事
業
主
へ
の
協

力
要
請
を
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
取
組
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

２
．
特
定
健
診
の
実
施
率
計
算
に
お
い
て
、

対
象
外
の
範
囲
を
拡
大
し
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
継
続
・
修
正
）
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〈
短
時
間
労
働
者
の
適
用
拡
大

関
係
〉

１
．
高
齢
者
医
療
運
営
円
滑
化
等
事
業
（
短

時
間
労
働
者
の
適
用
拡
大
に
伴
う
財
政
支

援
事
業
）
の
「
令
和
７
年
度
の
交
付
基
準

　

交
付
の
対
象　

②
令
和
７
年
３
月
か
ら

令
和
８
年
２
月
ま
で
の
各
月
末
に
お
け
る

被
保
険
者
数
（
保
険
料
免
除
者
を
除
く
。

以
下
同
じ
。）
の
平
均
に
占
め
る
短
時
間

労
働
者
被
保
険
者
の
平
均
（
令
和
６
年
９

月
末
の
短
時
間
労
働
者
被
保
険
者
数
を
除

く
。）
の
割
合
が
２
％
以
上
で
あ
る
こ

と
。」
の
基
準
を
撤
廃
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

ま
た
、
撤
廃
で
き
な
い
場
合
で
も
、
も

と
も
と
平
均
標
準
報
酬
の
低
い
組
合
に
対

し
、
基
準
値
を
緩
和
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
〉

１
．
各
健
保
組
合
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
統
合

専
用
端
末
を
連
携
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
健
保
組
合
が
処
理
し
た
日
か
ら
す

ぐ
に
マ
イ
ナ
保
険
証
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が
利
用
で
き
な

い
者
に
つ
い
て
も
基
幹
シ
ス
テ
ム
で
即
時

に
判
断
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
直
ぐ
に

　
「
資
格
確
認
書
」
を
発
行
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

２
．
誤
入
力
チ
ェ
ッ
ク
等
は
当
初
か
ら
あ
る

べ
き
シ
ス
テ
ム
機
能
で
あ
り
、「
誤
入
力

チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ʼ24
」
に
係
る
手
数
料

に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
費
用

を
負
担
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

３
．
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
お
け
る
資
格

重
複
チ
ェ
ッ
ク
に
お
い
て
、
新
規
に
被
保

険
者
資
格
を
取
得
し
た
者
が
、
他
の
（
旧
）

医
療
保
険
者
（
特
に
協
会
け
ん
ぽ
）
の
被

扶
養
者
に
認
定
さ
れ
た
ま
ま
の
ケ
ー
ス
が

多
く
み
ら
れ
る
。

　
　

法
第
３
条
第
７
項
の
被
扶
養
者
の
定
義

に
「
被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
者

は
こ
の
限
り
で
な
い
」
旨
を
追
加
す
る
な

ど
し
て
、（
旧
）
医
療
保
険
者
が
資
格
重
複

チ
ェ
ッ
ク
時
に
、
職
権
に
よ
り
速
や
か
に

資
格
重
複
を
解
消
で
き
る
よ
う
法
整
備
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

４
．
住
民
票
の
住
所
を
変
更
し
た
場
合
、
医

療
保
険
者
に
登
録
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
よ
り
、
変
更
後
の
住
所
が
登
録
さ
れ
る

よ
う
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

５
．
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
環
境
が
整
備

さ
れ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
等
に
お
い
て

は
、
資
格
確
認
書
を
提
示
さ
れ
た
場
合
、

原
則
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を

　

必
須
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

〈
そ
の
他
〉

１
．
指
定
健
保
組
合
の
指
定
要
件
に
つ
い
て

は
、
平
成
13
年
２
月
６
日
付
保
険
課
長
通

知
が
示
さ
れ
た
と
き
の
状
況
と
は
異
な
り
、

高
齢
者
医
療
制
度
に
対
す
る
納
付
金
等
の

財
源
率
が
上
昇
し
て
い
る
な
ど
の
実
態
を

考
慮
し
た
上
で
、
当
該
組
合
の
財
政
健
全

化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
指
定
要
件
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

２
．
保
険
医
療
機
関
等
の
指
導
・
監
査
体
制

の
強
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
い
ま
だ
十
分
な
体
制
と
な
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
更
に
体
制
強
化
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

３
．「
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養
担

当
規
則
」
に
お
い
て
、
受
診
の
都
度
、
被

保
険
者
証
等
に
よ
っ
て
療
養
の
給
付
を
受

け
る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
が
、
保
険
医
療
機
関
等
に

お
い
て
、
月
初
め
の
み
被
保
険
者
証
等
を

確
認
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
及
び
マ
イ
ナ
保
険

証
の
導
入
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
も
、

受
診
の
都
度
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
受
付

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
規
則
ど
お
り
の
取

扱
い
を
徹
底
す
る
よ
う
保
険
医
療
機
関
を

指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

４
．
調
剤
レ
セ
プ
ト
の
請
求
に
関
し
て
記
載

誤
り
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

保
険
薬
局
に
お
い
て
処
方
せ
ん
で
は
な
く
、

マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
り
療
養
の
給
付
を
受

け
る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
よ
う
、

「
保
険
薬
局
及
び
保
険
薬
剤
師
療
養
担
当

規
則
」
を
改
正
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

５
．
保
険
者
の
事
務
円
滑
化
の
た
め
、
電
子

化
に
則
し
た
レ
セ
プ
ト
様
式
及
び
記
録
要

領
（
郵
便
番
号
、
電
話
番
号
、
受
診
日
、
第

三
者
行
為
、
業
務
上
・
外
の
追
加
等
）
の

見
直
し
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
症
状
詳
記
等
の
添
付
文
書
の
電

子
化
も
義
務
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
）

６
．
医
科
レ
セ
プ
ト
に
、
治
療
し
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
傷
病
名
や
急
性
期
病
名
が
何

か
月
も
続
い
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
多
く
の

傷
病
名
の
記
載
が
見
受
け
ら
れ
、
審
査
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
支
払
基
金
に
お

い
て
、
保
険
医
療
機
関
に
病
名
整
理
を
行

う
よ
う
指
導
し
て
い
る
が
、
地
方
厚
生

（
支
）
局
の
指
導
監
査
に
お
い
て
も
、
保
険

医
療
機
関
に
病
名
整
理
を
行
う
よ
う
指
導

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

７
．
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の
利
用
率
は
、
現
状
、

極
め
て
低
い
が
、
そ
の
利
用
率
を
高
め
る

た
め
の
方
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

全総協・予算編成に関する要望事項
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資料

令和７年度決算見込状況報告書

１．経常収入支出の状況（239組合） （単位：千円）

令和７年度 令和６年度 対前年度増減額 増減率

経 常 収 入 合 計 3,575,976,092 3,454,902,322 121,073,770 3.50%

経 常 支 出 合 計 3,481,698,229 3,431,888,123 49,810,106 1.45%

差 　 引 　 額 94,277,863 23,014,199

　　赤字組合　　 76組合 －21,889,081
　　黒字組合　　163組合 116,166,944

２．主要な収入支出項目 （単位：千円）

令和７年度 令和６年度 対前年度増減額 増減率

収
入健康保険収入／保険料 3,550,070,682 3,430,552,022 119,518,660 3.48%

支
出

保険給付費／法定給付費 1,833,526,164 1,772,325,710 61,200,454 3.45%

納 　 付 　 金 1,416,869,150 1,433,309,301 －16,440,151 －1.15%

保 健 事 業 費 153,810,885 151,032,391 2,778,494 1.84%

　全国総合健康保険組合協議会はこのほど、

「令和７年度決算見込状況報告書」をまとめた。

全総協傘下239組合の令和７年度決算見込は、

経常収支で赤字組合が76組合（31.8％）、赤字

額は△218億8908万円、黒字組合は163組合

（68.2％）、黒字額は1161億6694万円となっ

ており、経常収支差引額は942億7786万円の

黒字となっている。

　収入についてみると、 保険料収入は3兆

5500億7千万円で、対前年度比1195億2千万

円（対前年度比3.48％）の増加となった。平均

標準報酬月額の伸び（同2.24％）、賞与の伸び

（同3.49％）を反映した。

　支出については、法定給付費は1兆8335億

3千万円で、対前年度比612億円（対前年度比

3.45％） の伸びとなった。 納付金等は1兆

4168億7千万円で、対前年度比△164億4千

万円（△1.15％）の減少となっている。

　所要財源率は、法定給付費が48.82‰で前年

の48.77‰よりも0.05ポイント増加、納付金等

の所要財源率は37.73‰で、 同39.44‰より

1.71ポイント減少した。

　平均保険料率は98.608‰（事業主負担

50.545‰、被保険者負担48.063‰）となり、前

年度と比較して0.088‰上昇している。
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〈資料・令和７年度決算見込状況報告書〉

３．適用状況及び経常収支（総額） （単位：千円）

　項　　　　　　　目　 令和７年度 令和６年度 増　減 増 減 率（％）
組 　 合 　 数  　   
被　 保　 険　 者　 数　（人）
（再掲）保険料免除者数（人）
平　 均　 年　 齢　（歳）
被　 扶　 養　 者　 数　（人）
１人当たりの扶養者数　（人）
平 均 標 準 報 酬 月 額　（円）
平 均 標 準 賞 与 額　（円）
平 均 保 険 料 率　（‰）

239
6,873,904

90,374
42.80

3,639,433
0.53

381,265
962,117
98.608

243
6,815,259

88,105
42.66

3,765,958
0.55

372,927
929,654
98.520

－4
58,645
2,269
0.14

－126,525
－0.02
8,338
32,463
0.088

－1.65
0.86
2.58
0.33

－3.36
－3.64
2.24
3.49
0.09　

経

常

収

入

　

健 康 保 険 収 入
　 保　　 険　　 料
　 国 庫 負 担 金 収 入

　 そ　　 の　　 他
退 職 積 立 金 繰 入
保 証 金 積 立 金 繰 入
特定健康診査・保健指導補助金

特定健康診査等事業収入
病 院 診 療 所 収 入
訪 問 看 護 事 業 収 入
介護老人保健施設収入
前 期 高 齢 者 交 付 金
出 産 育 児 交 付 金
雑 収 入

3,551,360,119
3,550,070,682

1,284,976
4,461

1,998,806
33,320

662,026
2,104,416
433,617

0
0
0

1,426,530
17,957,258

3,431,843,887
3,430,552,022

1,288,597
3,268

2,696,329
3,248

634,329
2,033,643
441,882

0
0
0

1,682,157
15,566,847

119,516,232
119,518,660

－3,621
1,193

－697,523
30,072
27,697
70,773
－8,265

－
－
－
－

2,390,411

3.48
3.48

－0.28
36.51

－25.87
－

4.37
3.48

－1.87
－
－
－
－

15.36
合　　　　計 3,575,976,092 3,454,902,322 121,073,770 3.50

　
　

経　
　
　

常　
　
　

支　
　
　

出　
　

事 務 費
保 険 給 付 費
法 定 給 付 費

　    医 療 給 付 費
　  　その他の給付費
付 加 給 付 費

納 付 金
　前期高齢者納付金
　後期高齢者支援金
   病 床 転 換 支 援 金

日 雇 拠 出 金
　退職者給付拠出金

流行初期医療確保拠出金

出産育児関係事務費拠出金

保 健 事 業 費
そ の 他

45,075,115
1,857,207,543
1,833,526,164
1,627,010,114
206,516,050
23,681,379

1,416,869,150
578,013,969
838,669,197

334
185,650

－
0
0

153,810,885
8,735,536

44,146,941
1,794,956,378
1,772,325,710
1,579,976,499
192,349,211
22,630,668

1,433,309,301
611,611,560
821,509,422

328
184,997
2,994

0
0

151,032,391
8,443,112

928,174
62,251,165
61,200,454
47,033,615
14,166,839
1,050,711

－16,440,151
－33,597,591
17,159,775

6
653
－
－
－

2,778,494
292,424

2.10
3.47
3.45
2.98
7.37
4.64

－1.15
－5.49
2.09
1.83
0.35
－
－
－

1.84
3.46

合　　　　計 3,481,698,229 3,431,888,123 49,810,106 1.45
　 経 常 収 支 差 引 額　 94,277,863 23,014,199 71,263,664 309.65
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〈資料・令和７年度決算見込状況報告書〉

４．保険料率別組合数の推移

保険料率
（一般＋調整）

組　　合　　数 割　　　合（％）
令　和
７年度

令　和
６年度

令　和
５年度

令　和
７年度

令　和
６年度

令　和
５年度

1000分の 70未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
70以上～ 75未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
75以上～ 80未満 0 0 1 0.00 0.00 0.41
80以上～ 85未満 3 3 2 1.26 1.23 0.83
85以上～ 90未満 6 7 7 2.51 2.88 2.89
90以上～ 95未満 30 29 33 12.55 11.93 13.64
95以上～ 100未満 99 101 99 41.42 41.56 40.91

100 40 44 48 16.74 18.11 19.83
100超～ 105未満 36 34 32 15.06 13.99 13.22
105以上～ 110未満 20 19 15 8.37 7.82 6.20 ・最低保険料率� 82.000（‰）

110以上 5 6 5 2.09 2.47 2.07 ・最高保険料率� 113.000（‰）
合　計 239 243 242 100 100 100 ・平均保険料率� 98.608（‰）

※　保険料率引上げ組合数　 20組合

６．介護保険料率別組合数

保険料率
組　　合　　数 割　　　合（％）

令　和
７年度

令　和
６年度

令　和
５年度

令　和
７年度

令　和
６年度

令　和
５年度

1000分の 10未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
10以上～ 12未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
12以上～ 14未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
14以上～ 16未満 22 3 2 9.21 1.23 0.83
16以上～ 18未満 131 129 110 54.81 53.09 45.45
18以上～ 20未満 82 105 125 34.31 43.21 51.65 ・最低介護保険料率� 15.000（‰）

20以上 4 6 5 1.67 2.47 2.07 ・最高介護保険料率� 21.800（‰）
合　計 239 243 242 100 100 100 ・平均介護保険料率� 17.236（‰）

※　保険料率引上げ組合数　 ５組合

５．拠出金の義務的経費（拠出金＋法定給付費）に占める割合別組合数

義務的経費に
占める割合

組　　合　　数 割　　　合（％）
令　和
７年度

令　和
６年度

令　和
５年度

令　和
７年度

令　和
６年度

令　和
５年度

25以上～ 30未満 3 2 3 1.26 0.82 1.24
30以上～ 35未満 16 9 7 6.69 3.70 2.89
35以上～ 40未満 66 52 59 27.62 21.40 24.38
40以上～ 45未満 107 110 105 44.77 45.27 43.39
45以上～ 50未満 44 60 60 18.41 24.69 24.79
50以上～ 55未満 3 10 8 1.26 4.12 3.31 ・最低割合� 26.45（％）

55以上 0 0 0 0.00 0.00 0.00 ・最高割合� 52.22（％）
合　計 239 243 242 100 100 100 ・平均割合� 43.59（％）
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コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
の
推
進
に
向
け

全
事
業
所
と「
覚
書
」を
締
結

保
険
料
率
の
引
下
げ
は
「
自
主
自
立
」
で

　

岐
阜
県
の
西
部
、
大
垣
市
に
立
地
す
る
ソ
フ
ト
ピ

ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
写
真
下
）
は
、
中
部

地
方
の
Ｉ
Ｔ
産
業
の
拠
点
と
し
て
平
成
８
年
に
完
成

し
た
。
今
で
は
２
千
人
を
超
え
る
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
等
が
働
い
て
い
る
と
い
う
。
周
辺
に
高
い
建
物

は
な
く
、
最
上
階
（
13
階
）
か
ら
は
濃
尾
平
野
を
一

望
で
き
る
。

　

中
部
ア
イ
テ
ィ
産
業
健
康
保
険
組
合
（
常
務
理
事

＝
真
田
清
司
氏
）
の
事
務
所
は
、
平
成
17
年
の
設
立

当
初
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
９
階
に
あ
り
、
昨
年

４
月
で
20
周
年
を
迎
え
た
。
設
立
母
体
は
「
中
部
ア

イ
テ
ィ
協
同
組
合
」
で
、
名
古
屋
市
を
中
心
と
し
た

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
が
立
ち
上
げ
、
健
保
組
合
の
設
立
も

当
初
か
ら
念
頭
に
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
で
は
、
25

　

中
部
ア
イ
テ
ィ
産
業
健
康
保
険
組
合
（
理
事
長
＝
古
堅
宗
信
氏
）
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
健
診
事
業
に
係
る
補
助
に
「
定
率
」
制
を
導
入
し
、
残
り
の
部
分
を
負
担
す
る
事

業
主
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
で
、
健
診
は
事
業
主
と
健
保
組
合
の
共
同
事
業
（
コ
ラ
ボ

ヘ
ル
ス
）
と
い
う
意
識
の
醸
成
を
図
る
取
組
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
加
入
す

る
全
事
業
所
と
の
間
で
、
７
年
度
中
に
「
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
推
進
の
た
め
の
覚
書
」
を
締

結
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
保
健
事
業
の
更
な
る
充
実
を
目
指
し
て
い
る
。

都
道
府
県
か
ら
２
０
７
社
が
加
入
し
、
被
保
険
者
数

は
約
１
万
３
千
人
に
ま
で
発
展
し
た
。
事
業
所
は
、

愛
知
県
（
47
社
）、
静
岡
県
、
宮
城
県
（
21
社
）、
岐

阜
県
、
大
阪
府
（
18
社
）
に
多
い
が
、
事
業
所
規
模

は
「
１
人
」
か
ら
５
０
０
人
超
ま
で
、
多
様
な
対
応

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

被
保
険
者
は
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
な
ど
Ｉ
Ｔ
産
業
を
支
え
る
人
材
が
多
く
を
占

め
る
一
方
で
、
一
般
の
事
務
員
を
含
め
て
一
事
業
所

当
た
り
の
平
均
加
入
者
数
は
61
人
と
い
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
定
着
し
て

い
く
中
、
顧
客
企
業
の
中
で
の
シ
ス
テ
ム
開
発
、
Ｉ

Ｔ
部
門
で
働
く
被
保
険
者
も
多
く
、
ま
た
、
事
業
所

〈健保組合の概況〉
〒503-0006　岐阜県大垣市加賀野4-1-7 ソフトピアジャパンセンタービル9階910

TEL 0584-75-1411　FAX 0584-83-7466

理事長＝古堅 宗信 氏（株式会社ユニテツク代表取締役）
常務理事＝真田 清司 氏
設立年月日＝�平成17年4月1日
主たる業態＝情報通信業
事業所数＝207社
被保険者数＝12,845人（男9,490人　女3,355人）
平均標準報酬月額＝35万8,589円（男38万4,028円、女28万6,632円）
平均年齢＝40.41歳（男41.23歳、女38.08歳）
被扶養者数＝6,317人　扶養率＝0.49人
保険料率＝97.00‰（一般95.7‰、調整1.30‰）
介護保険料率＝16.2‰�

（令和8年4月末現在）

シリーズ組合訪問 

中部アイティ産業健康保険組合

ソフトピアジャパンセンタービル
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が
31
億
７
１
０
０
万
円
（
対
前
年
度
比
６
・
１
％

増
）、
前
期
納
付
金
12
億
３
３
０
０
万
円
（
同
８
・

４
％
減
）、
後
期
支
援
金
14
億
５
６
０
０
万
円
（
同

３
・
１
％
増
）、
保
健
事
業
費
２
億
３
５
０
０
万
円

（
同
３
・
７
％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。
医
療
給
付
費
は

全
体
の
49
・
３
％
、
拠
出
金
は
同
41
・
７
％
を
占
め

て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
は
、
黒
字
・
赤
字
を
繰
り
返
し
て
お
り
、

拠
出
金
の
動
向
が
影
響
し
て
い
る
。
真
田
常
務
理
事

は
、「
特
に
10
％
、
20
％
の
規
模
で
増
減
す
る
前
期
納

付
金
へ
の
対
応
に
は
苦
労
し
ま
す
が
、
振
れ
幅
は

徐
々
に
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

　

保
険
料
率
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
９
・
７
％
に
引

き
下
げ
た
。
平
成
25
年
度
か
ら
10
％
と
し
て
い
た
が
、

平
成
30
年
度
に
９
・
９
％
と
し
て
８
年
ぶ
り
に
引
き

下
げ
た
。
真
田
常
務
理
事
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金
へ
の
対
応
は
、
頭
に
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
標
準
報
酬
や
賞
与
も
上
向
き
に
な
っ
て
、

準
備
金
・
積
立
金
な
ど
、
過
去
の
積
上
げ
も
見
な
が

ら
引
下
げ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
っ
て
い
ま
し
た
」
と

説
明
す
る
。

　

協
会
け
ん
ぽ
の
料
率
引
下
げ
に
つ
い
て
は
、「
加

入
事
業
所
の
多
い
愛
知
県
や
静
岡
県
の
料
率
は
意
識

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
協
会
け
ん
ぽ
が
下
げ
た
か

ら
料
率
を
下
げ
た
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち

の
健
保
組
合
の
財
政
で
は
料
率
は
こ
れ
く
ら
い
、
と

い
っ
た
判
断
に
よ
っ
て
、
加
入
者
の
負
担
を
軽
減
で

き
る
の
が
保
険
料
で
す
。
引
下
げ
の
規
模
を
考
え
て

９
・
７
％
に
な
り
ま
し
た
。
３
年
間
は
こ
の
料
率
で

行
け
そ
う
で
す
」
と
展
望
し
て
い
る
。

健
診
の
補
助
金
に
「
定
率
」
制
を
導
入

　

特
定
健
診
の
受
診
率
を
み
る
と
、
被
保
険
者
本
人

は
97
・
３
％
、
家
族
は
43
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
で
は
86
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
（
令
和
７
年
度
）。

　

中
部
ア
イ
テ
ィ
産
業
健
保
組
合
の
健
診
事
業
の
特

徴
は
、
①
令
和
８
年
度
か
ら
の
事
業
所
へ
の
補
助
の

在
り
方
の
見
直
し
、
②
全
事
業
所
と
の
コ
ラ
ボ
ヘ
ル

ス
推
進
の
た
め
の
覚
書
の
締
結
、
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

事
業
所
へ
の
補
助
の
見
直
し
は
、
従
来
の
「
定
額
」

補
助
か
ら
、「
定
率
」
補
助
と
「
定
額
」
補
助
の
組
合

せ
に
変
更
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
一
般
健
診
」
は
補

助
の
上
限
を
60
％
（
定
率
）
と
定
め
、
同
様
に
「
生

活
習
慣
病
健
診
」
は
60
％
＋
１
万
５
千
円
（
定
額
・

上
限
）、「
人
間
ド
ッ
ク
」
は
60
％
＋
２
万
５
千
円

（
定
額
・
上
限
）
と
し
た
。
な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
へ
の

補
助
（
定
額
部
分
の
２
万
５
千
円
）
は
、
平
成
17
年

か
ら
続
け
て
お
り
、
協
会
け
ん
ぽ
の
保
健
事
業
を
意

識
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。

　

具
体
的
に
は
、
健
診
費
用
は
健
診
実
施
事
業
者
ご

と
に
異
な
る
が
、
従
来
の
「
定
額
」
補
助
の
場
合
は
、

例
え
ば
、
費
用
が
１
万
円
で
補
助
額
が
７
千
円
と
す

る
と
、
残
り
の
３
千
円
は
事
業
主
側
の
負
担
と
な
る

が
、
実
際
に
は
、
受
診
し
た
被
保
険
者
が
負
担
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
不
明
確
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
、
ま

ず
は
「
定
率
」
補
助
（
60
％
）
と
す
る
こ
と
で
、
事

業
主
は
残
り
の
負
担
（
40
％
）
を
意
識
す
る
こ
と
に

な
る
し
、
負
担
額
も
明
確
に
な
る
。
健
保
組
合
と
し

て
は
、「
定
率
」
補
助
＋
「
定
額
」
補
助
を
出
す
こ
と

も
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
所
の
担

当
者
や
被
保
険
者
が
、
実
際
に
１
か
所
に
集
ま
っ
て

の
会
議
や
保
健
事
業
の
実
施
は
難
し
い
と
い
う
。

　

真
田
常
務
理
事
は
、
被
保
険
者
の
疾
病
構
造
に
つ

い
て
、「
や
は
り
メ
ン
タ
ル
不
調
が
多
い
こ
と
と
、
座

っ
た
ま
ま
の
仕
事
が
多
く
、
肥
満
も
多
い
の
が
特
徴

で
す
。
ま
た
、
在
宅
勤
務
に
は
よ
い
面
も
あ
り
ま
す

が
、
運
動
不
足
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
説
明
す
る
。

「
今
は
ま
だ
平
均
年
齢
も
若
い
ほ
う
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
が
心
配
」
と
付
け
加
え
る
。

　

令
和
７
年
度
の
決
算
見
込
で
は
、
保
険
料
収
入
は

対
前
年
度
比
５
・
３
％
増
の
64
億
３
９
０
０
万
円
に

対
し
て
、
主
な
支
出
は
60
億
９
５
０
０
万
円
で
全
体

と
し
て
は
黒
字
と
な
っ
た
。
内
訳
は
、
保
険
給
付
費

シリーズ組合訪問  UUUUUUUUUUUUUUUUUUUU
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で
負
担
は
増
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
事
業
主
の
意
識

は
大
き
く
変
わ
る
と
い
う
。

　

真
田
常
務
理
事
は
、「
健
診
は
、
事
業
主
と
健
保
組

合
の
共
同
事
業
、
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
で
あ
る
と
い
う
仕

組
み
と
す
る
こ
と
で
、
事
業
主
の
意
識
を
高
め
て
も

ら
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
ま
で
は
共
同
事
業
、

共
同
実
施
と
い
う
意
識
は
薄
く
、
健
保
組
合
は
補
助

す
る
だ
け
、
と
い
う
関
係
で
し
た
が
、「
定
率
」
補
助

と
す
る
こ
と
で
、
事
業
も
共
同
、
負
担
も
共
同
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
健
診
デ
ー
タ
の
活
用
も
含
め
て
共

同
と
い
う
立
場
に
な
っ
て
、
健
康
増
進
に
努
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
い
う
仕
掛
け
で
す
」
と
説
明
す
る
。

　

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
全
国
に
約
２
０
０

か
所
あ
る
と
い
う
健
診
実
施
機
関
の
メ
ニ
ュ
ー
と
料

金
の
精
査
及
び
場
合
に
よ
っ
て
は
契
約
変
更
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
健
保
組
合
で
は
、
こ
れ
を

７
年
度
中
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
加
入
事

業
所
に
対
し
て
も
補
助
の
変
更
の
説
明
、
周
知
を
行

っ
た
。

　

こ
こ
で
導
入
し
た
の
が
、「
健
康
診
断
及
び
保
健

指
導
等
の
共
同
実
施
及
び
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
推
進
に
か

か
る
覚
書
」
の
締
結
で
あ
る
。

　

覚
書
の
構
成
は
、
第
１
に
「
共
同
実
施
」、
第
２
は

「
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
の
推
進
」、
第
３
は
「
個
人
デ
ー
タ

の
共
同
利
用
」、
そ
し
て
第
４
は
「
情
報
の
取
扱
い
の

留
意
事
項
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

真
田
常
務
理
事
は
、「
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
は
、
も
ち
ろ

ん
健
保
組
合
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
事
業
所
、
事

業
主
さ
ん
に
、
そ
の
気
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
は
健
診
だ
け
で
は
な
く
、

今
後
は
保
健
事
業
全
体
に
展
開
し
て
い
く
流
れ
で
す

が
、
そ
の
時
に
１
か
ら
始
め
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ

だ
け
の
作
業
や
負
担
を
い
た
だ
く
と
、
こ
こ
ま
で
は

で
き
ま
す
、
こ
れ
以
上
や
る
の
で
し
た
ら
こ
う
し
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
の
土
台
と
な
る
こ
と
で
、
意

識
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま
す
」
と
説

明
す
る
。
ま
ず
は
、
健
診
を
共
同
事
業
と
す
る
こ
と

を
土
台
と
し
て
、
今
後
は
、
未
受
診
者
対
策
か
ら
保

健
指
導
を
含
め
た
リ
ス
ク
の
高
い
人
へ
の
対
策
へ
と

進
ん
で
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
健
康
優
良
法
人
」
の
取
得
も
年
々
増
加
し
、
令
和

８
年
度
は
、
大
規
模
事
業
所
部
門
、
中
小
事
業
所
部

門
な
ど
合
わ
せ
て
37
社
が
取
得
し
て
お
り
、
更
な
る

増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

中
部
ア
イ
テ
ィ
産
業
健
保
組
合
は
、
保
険
料
率
の

設
定
（
引
下
げ
）
や
保
健
事
業
の
展
開
に
向
け
て
、

協
会
け
ん
ぽ
の
動
向
よ
り
も
、
文
字
ど
お
り
の
「
自

主
自
立
」
の
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。                                

事務体制は小規模で 
堅苦しくならないように
中部アイティ産業健康保険組合

常務理事 真
さな

田
だ

 清
きよ

司
し

 氏

　職員は、常務理事を含めて６人。レセプ
ト点検など外注できるものは外注する一方
で、「適用、徴収、給付、保健事業などの
分担は、一応は決まっていますが、何でも

できるようにということで少数精鋭で頑張っています」と職員を信頼
している。ただ、「医療費分析などは取り組みたい業務ですが…」とも。
　また、「毎日の朝礼などはありますが、連絡事項程度でこれだけの規
模ですので、大きな声を出さなくても聞こえます。朝から堅苦しい話
をしなくても皆で話ができる、話は伝わるという意味では、堅苦しく
ならないように気を付けています」と。
　職員の研修については、中総協や岐阜連合会などの機会を捉えて積
極的に活用、参加をしている。「最近はズームによる開催もあって参加
しやすくなりました」。
　今年の改正健保法については、「特に大きな影響があるような改正で
はありませんでしたが、高額療養費制度や薬剤の一部負担のための保
険外療養制度の創設など、制度が複雑になってきているように感じて
います。制度はシンプルなほうがわかりやすいのですが」という感想
をもっている。
　健康法には「歩くこと」をあげ、「最近、特定保健指導に該当してし
まって…」と打ち明け、「朝、昼、晩と時間を見つけて歩いています。
少しずつ効果が出ているというところ」という。
　朝は自宅周辺を15分程度、昼は公園のように整備されているソフト
ピアジャパンの敷地を１周（約1000歩）が日課になっているという。「１
日１万歩を目標にしているので、夜はその日の不足分を補う程度」と
いうが、「これからの季節は熱中症もあるので注意しなくては」と。

シリーズ組合訪問  UUUUUUUUUUUUUUUUUUUU
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○
国
会
議
員
へ
の
取
組

　
自
民
党
「
国
民
皆
保
険
を
守
る
国
会

議
員
連
盟
」
と
意
見
交
換

　

令
和
８
年
５
月
26
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
で
、
自

民
党
「
国
民
皆
保
険
を
守
る
国
会
議
員

連
盟
」
第
10
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
健

保
連
本
部
・
都
道
府
県
連
合
会
・
東
総

協
と
と
も
に
参
加
し
た
。

　

健
康
保
険
組
合
連
合
会
の
佐
野
雅
宏

顧
問
と
米
川
孝
副
会
長
が
、
政
府
の

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

（
骨
太
の
方
針
）」
や
来
年
度
予
算
へ
の

重
点
要
望
、
健
保
組
合
の
財
政
状
況
な

ど
を
説
明
し
た
。

　
そ
の
他
の
取
組

　

令
和
８
年
４
月
20
日
、
自
民
党
「
山

口
壯
衆
議
院
議
員
」
セ
ミ
ナ
ー
（
鈴
木

俊
一
幹
事
長
・
議
連
会
長　

時
局
講
演

会
）
に
健
保
連
本
部
及
び
東
総
協
と
と

も
に
参
加
し
た
。

○
医
療
制
度
等
対
策
委
員
会

　

令
和
８
年
６
月
10
日
、
東
京
都
新
宿

区
の
東
貨
健
保
会
館
で
、
令
和
８
年
度

第
１
回
医
療
制
度
等
対
策
委
員
会
を
開

催
し
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
保
険
課
へ

提
出
す
る
「
令
和
９
年
度
健
康
保
険
組

合
予
算
編
成
に
関
す
る
要
望
事
項
の
取

り
ま
と
め
」
に
つ
い
て
、
検
討
集
約
を

行
っ
た
。

　

取
り
ま
と
め
た
要
望
事
項
（
74
項

目
）
に
つ
い
て
は
、
６
月
26
日
、
厚
生

労
働
省
保
険
局
保
険
課
及
び
健
康
保
険

組
合
連
合
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
た

（
４
～
10
頁
参
照
）。

○
広
報
委
員
会

　

令
和
８
年
７
月
15
日
、
東
京
都
新
宿

区
の
東
貨
健
保
会
館
で
、
令
和
８
年
度

第
２
回
広
報
委
員
会
を
開
催
し
、
①

「
総
合
け
ん
ぽ
」
第
１
６
９
号
（
令
和
８

年
７
月
号
）
の
校
正
等
、
②
同
第
１
７

０
号
（
令
和
８
年
10
月
号
）
の
編
集
方

針
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

※
「
令
和
７
年
度
収
入
支
出
決
算
見

込
表
」
の
提
出
に
ご
協
力
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••

予告 � �全総協第122回定例総会及び�
福祉共済会第21回定例総会を�
次のとおり開催します

日時　令和８年９月24日（木）　13時00分～
場所　明治記念館
　　　東京都港区元赤坂２－２－２３
議題　○令和７年度事業報告及び収入支出決算報告
　　　○その他

医療制度等対策委員会

主な会議・研修会等（令和８年７月１６日～令和８年１０月１５日　日程決定分のみ）

開催日 地　区 会議・研修会等 開催日 地　区 会議・研修会等
７月１６～１７日 東　北 決算総会 　９月２４日 全総協 正副会長会
８月　６日 近　畿 広報委員会 　９月２４日 全総協 総会・福祉共済会総会
８月２０日 近　畿 管理職員研修会 １０月　２日 東　京 中堅職員研修会
９月　１日 全総協 正副会長会 １０月　２～３日 近　畿 医療制度対策委員会
９月　１日 全総協 理事会・福祉共済会理事会 １０月　７日 神奈川 一般教養研修会
９月　２日 神奈川 特別研修会 １０月　８～９日 全総協 広報委員会
９月　７～８日 千　葉 事務長・中間管理者会議 １０月　８～９日 中　部 職員研修会
９月１０日 東　京 診療報酬改定説明会 １０月　９～１０日 近　畿 理事・監事会
９月１６～１７日 近　畿 職員研修会 １０月１４日 東　京 専務理事・常務理事セミナー
９月１７日 中　部 財政対策委員会
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等
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
を
実
施
し

た
。

○
定
期
総
会

　

令
和
８
年
６
月
23
日
、
千
代
田
区
の

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
、
定
期
総
会

を
開
催
し
、
73
組
合
１
０
４
名
が
出
席

し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
黒
田
会
長
が
健
保
組

合
を
巡
る
情
勢
等
を
含
め
て
挨
拶
を
行

っ
た
後
、
令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
及

び
収
入
支
出
決
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議

○
予
算
編
成
に
関
す
る

　
要
望
事
項
打
合
せ
会

　

令
和
８
年
４
月
30
日
、
札
幌
市
中
央

区
の
北
農
健
保
会
館
で
、
予
算
編
成
に

関
す
る
要
望
事
項
打
合
せ
会
を
開
催
し
、

５
組
合
７
名
が
出
席
し
た
。

　

令
和
９
年
度
健
康
保
険
組
合
予
算
編

成
に
関
す
る
要
望
事
項
に
つ
い
て
検
討

し
た
。

○
定
例
会
議

　

令
和
８
年
７
月
10
日
、
札
幌
市
中
央

区
の
北
農
健
保
会
館
で
、
令
和
８
年
度

第
１
回
定
例
会
議
を
開
催
し
、
５
組
合

９
名
が
出
席
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
全
国
総
合
健
康
保
険

組
合
協
議
会
の
森
田
章
専
務
理
事
、
健

康
保
険
組
合
連
合
会
北
海
道
連
合
会
の

北
海
道
　 
　
　
　
　

（
北
海
道
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

濱
田
斉
常
務
理
事
、
中
谷
敏
一
事
務
局

長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
情
勢
報
告
等

を
含
め
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

開
催
に
当
た
り
、
梅
田
会
長
の
挨
拶

後
、
議
案
の
①
令
和
７
年
度
収
入
支
出

決
算
案
、
②
同
決
算
残
金
処
分
案
に
つ

い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

し
た
。

　

ま
た
、
令
和
９
年
度
健
康
保
険
組
合

予
算
編
成
に
関
す
る
要
望
事
項
に
つ
い

て
、
全
総
協
医
療
制
度
等
対
策
委
員
会

委
員
の
北
海
道
医
療
健
康
保
険
組
合
の

上
杉
常
務
理
事
か
ら
報
告
を
受
け
た
。

　
○
定
例
総
会

　

令
和
８
年
５
月
28
日
、
千
葉
県
鴨
川

市
の
宿 

中
屋
で
、
令
和
８
年
度
定
例

総
会
を
開
催
し
、
９
組
合
10
名
が
出
席

し
た
。 千

　
葉
　
　
　
　
　
　
　

（
千
葉
県
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

　

冒
頭
、
山
内
会
長
が
令
和
８
年
度
予

算
の
概
要
で
は
、
約
７
割
の
組
合
が
赤

字
の
現
状
を
報
告
し
、
今
こ
そ
総
会
を

有
益
な
情
報
交
換
の
場
と
し
て
活
用
願

い
た
い
旨
を
含
め
挨
拶
し
た
。

　

議
案
の
①
令
和
７
年
度
事
業
報
告
及

び
収
入
支
出
決
算
、
②
決
算
残
金
処
分
、

③
令
和
８
年
度
事
業
計
画
及
び
収
入
支

出
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
年
金
機
構
・
千
葉
年
金

事
務
所
の
高
井
弘
樹
厚
生
年
金
適
用
調

査
課
長
よ
り
「
令
和
７
年
度
の
年
金
制

度
改
正
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ

の
後
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
○
テ
ー
マ
別
研
修
会

　

令
和
８
年
５
月
20
日
、
台
東
区
の
東

食
健
保
会
館
で
、
テ
ー
マ
別
研
修
会
を

開
催
し
、
77
組
合
２
１
３
名
が
参
加
し

た
。

　

健
康
保
険
組
合
連
合
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
対
策

グ
ル
ー
プ
の
鈴
木
俊
明
担
当
部
長
を
講

師
に
迎
え
、「
電
子
申
請
環
境
の
構
築

東
　
京
　
　
　
　
　
　
　

（
東
京
都
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

テーマ別研修会
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し
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
関
東
信
越
厚
生
局
の

渡
辺
真
俊
局
長
、
全
国
総
合
健
康
保
険

組
合
協
議
会
の
森
田
章
専
務
理
事
、
健

康
保
険
組
合
連
合
会
東
京
連
合
会
の
山

口
和
寿
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。

○
一
般
職
員
研
修
会

　

令
和
８
年
６
月
25
、
26
日
、
千
代
田

区
の
薬
業
健
保
会
館
で
、
一
般
職
員
研

修
会
を
開
催
し
た
。
38
組
合
62
名
、
講

義
の
み
の
受
講
者
６
名
と
合
わ
せ
て
68

名
が
参
加
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
南
副
会
長
の
挨
拶
後
、

２
日
間
の
研
修
で
は
、
東
総
協
の
齊
藤

事
務
局
長
に
よ
り
、「
健
康
保
険
の
概

要
」
と
「
健
保
組
合
業
務
の
概
要
」
に

つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
と
ビ

ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
」
で
は
、
合
同
会
社
Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
の
石
井
美
江
氏
を
講
師
に
迎

え
、
個
人
の
ス
キ
ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
、
効
率
的
な
仕

事
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
研
修

を
実
施
し
た
。

　
○
役
員
会

　

令
和
８
年
５
月
12
日
、
横
浜
市
中
区

の
神
奈
川
県
機
器
健
保
組
合
で
、
役
員

会
を
開
催
し
、
９
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
阿
部
会
長
の
挨
拶
後
、
議
題

の
定
例
総
会
の
会
期
並
び
に
提
出
議
案

の
①
令
和
７
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

入
支
出
決
算
案
、
②
同
収
入
支
出
決
算

残
金
処
分
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り

承
認
し
た
。 神

奈
川
　 

　
　
　
　

（
神
奈
川
県
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

○
定
例
総
会

　

令
和
８
年
６
月
11
日
、
横
浜
市
西
区

の
ホ
テ
ル
プ
ラ
ム
横
浜
で
、
定
例
総
会

を
開
催
し
、
15
組
合
30
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
阿
部
会
長
の
挨
拶
後
、
来
賓

の
健
康
保
険
組
合
連
合
会
神
奈
川
連
合

会
の
板
倉
和
寿
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
。

　

議
案
の
①
令
和
７
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
入
支
出
決
算
案
、
②
同
収
入
支

出
決
算
残
金
処
分
案
を
審
議
し
、
原
案

ど
お
り
承
認
し
た
。

○
保
健
事
業
等
研
修
会

　

令
和
８
年
７
月
８
日
、
横
浜
市
西
区

の
ホ
テ
ル
プ
ラ
ム
横
浜
で
、
保
健
事
業

等
研
修
会
を
開
催
し
、
会
員
17
組
合
36

名
に
加
え
、
会
員
外
16
組
合
19
名
が
参

加
し
た
。

　

日
産
自
動
車
健
康
保
険
組
合
理
事
長

の
上
野
敏
夫
氏
に
よ
り
、「
治
療
中
患

者
（
被
扶
養
者
）
の
特
定
健
診
受
診
率

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
」
と
題
す
る

講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
株
式
会
社
Ｗ
ｅ
ｌ
ｂ
ｙ
経
営

戦
略
室
長
兼
株
式
会
社
Ｗ
ｅ
ｌ
ｂ
ｙ
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
取
締
役

兼
メ
デ
ィ
カ
ル
デ
ー
タ
カ
ー
ド
株
式
会

社
代
表
取
締
役
の
豊
原
稔
氏
を
講
師
に

迎
え
、「
治
療
中
患
者
の
特
定
健
診
受

診
率
向
上
に
向
け
た
『
み
な
し
健
診
』

の
実
施
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
も

行
わ
れ
た
。

　

○
理
事
・
監
事
会

　

令
和
８
年
５
月
15
日
、
名
古
屋
市
中

区
の
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
ビ
ル
で
、
理
事
・
監
事

会
を
開
催
し
、11
組
合
12
名
が
出
席
し
た
。

　

議
案
の
①
令
和
７
年
度
事
業
実
施
結

果
報
告
、
②
同
収
入
支
出
決
算
案
、
③

同
決
算
残
金
処
分
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
と
し
て
、
中
総
協
事

務
局
設
置
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
た
こ

と
に
伴
う
、
今
後
の
会
議
運
営
等
に
関

す
る
諸
規
定
変
更
・
改
定
の
進
め
方
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
と
、
令
和
８
年
度

事
業
計
画
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
た
。

○
定
例
総
会

　

令
和
８
年
６
月
18
～
19
日
、
石
川
県

中
　
部
　
　
　
　
　
　
　

（
中
部
地
区
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

定期総会
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選
任
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認

し
た
。

○
定
時
総
会

　

令
和
８
年
６
月
29
日
、
大
阪
市
北
区

の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
大
阪
で
、
定
時
総

会
を
開
催
し
、
57
組
合
75
名
が
出
席
し

た
。

　

来
賓
と
し
て
、
近
畿
厚
生
局
健
康
福

祉
部
保
険
課
の
下
坂
久
美
子
課
長
、
日

本
年
金
機
構
大
手
前
年
金
事
務
所
の
上

野
浩
一
所
長
、
健
康
保
険
組
合
連
合
会

大
阪
連
合
会
の
川
隅
正
尋
専
務
理
事
、

全
国
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
の
森

金
沢
市
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
金
沢
で
、
定

例
総
会
を
開
催
し
、
32
組
合
32
名
が
出

席
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
全
国
総
合
健
康
保
険

組
合
協
議
会
の
森
田
章
専
務
理
事
を
お

迎
え
し
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

議
案
の
①
令
和
７
年
度
事
業
実
施
結

果
報
告
、
②
同
収
入
支
出
決
算
案
、
③

同
決
算
残
金
処
分
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

　

総
会
後
に
は
、
今
後
の
中
総
協
活
動

内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
○
医
療
制
度
対
策
委
員
会

　

令
和
８
年
４
月
21
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
大
阪
薬
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
医

療
制
度
対
策
委
員
会
を
開
催
し
、
15
組

合
16
名
が
出
席
し
た
。

　

一
ノ
谷
会
長
の
情
勢
報
告
を
兼
ね
た

挨
拶
の
後
、
井
口
副
委
員
長
が
令
和
７

年
度
決
算
報
告
を
し
た
。

　

そ
の
後
、
白
國
委
員
長
が
議
題
の

「
令
和
９
年
度
予
算
編
成
に
対
す
る
厚

労
省
へ
の
要
望
・
意
見
」
に
つ
い
て
、

近
　
畿
　
　
　
　
　
　
　

（
近
畿
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

各
健
保
組
合
か
ら
の
要
望
事
項
等
を
説

明
し
、
委
員
会
に
て
検
討
し
た
。

　

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
要
望
事
項
は
、

近
総
協
の
要
望
事
項
と
し
て
全
総
協
へ

提
出
し
た
。

○
業
務
対
策
委
員
会

　

令
和
８
年
４
月
24
日
～
25
日
、
和
歌

山
市
の
ホ
テ
ル
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
で
、

業
務
対
策
委
員
会
を
開
催
し
、
15
組
合

16
名
が
出
席
し
た
。

　

一
ノ
谷
会
長
の
情
勢
報
告
を
兼
ね
た

挨
拶
の
後
、
高
山
委
員
長
と
山
本
副
委

員
長
が
議
題
の
「
令
和
７
年
度
事
業
結

果
及
び
決
算
」
を
報
告
し
、「
令
和
８
年

度
事
業
計
画
及
び
予
算
」
に
つ
い
て
説

明
し
た
。　　
　
　

　

そ
の
後
、
総
合
評
価
指
標
の
事
業
実

施
結
果
に
基
づ
き
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

○
福
利
厚
生
委
員
会

　

令
和
８
年
５
月
29
日
～
30
日
、
兵
庫

県
神
戸
市
の
ザ 

グ
ラ
ン 

リ
ゾ
ー
ト
プ

リ
ン
セ
ス
有
馬
で
、
福
利
厚
生
委
員
会

を
開
催
し
、
15
組
合
16
名
が
出
席
し
た
。

　

一
ノ
谷
会
長
の
挨
拶
の
後
、
上
田
委

員
長
が
開
催
挨
拶
を
し
た
。

　

委
員
長
と
近
藤
副
委
員
長
が
議
題
の

「
令
和
７
年
度
事
業
結
果
及
び
決
算
」

を
報
告
し
、「
令
和
８
年
度
事
業
計
画

及
び
予
算
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
各
行
事
の
実
行
委
員
会
か
ら

報
告
を
受
け
、
詳
細
を
検
討
し
た
。

○
理
事
・
監
事
会

　

令
和
８
年
６
月
18
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
大
阪
薬
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
理

事
・
監
事
会
を
開
催
し
、
理
事
、
監
事

19
名
が
出
席
し
た
。

　

議
案
の
①
令
和
７
年
度
事
業
報
告
案
、

②
同
収
入
支
出
決
算
案
、
③
同
収
入
支

出
決
算
残
金
処
分
案
、
④
役
員
の
補
充

業務対策委員会

定時総会
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田
章
専
務
理
事
を
お
迎
え
し
、
情
勢
報

告
を
兼
ね
た
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

一
ノ
谷
会
長
の
挨
拶
の
後
、
議
案
の

①
令
和
７
年
度
事
業
報
告
案
、
②
同
収

入
支
出
決
算
案
、
③
同
収
入
支
出
決
算

残
金
処
分
案
、
④
監
事
の
補
充
選
任
案

を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

○
定
例
総
会

　

令
和
８
年
４
月
16
日
、
山
口
市
の
セ

ン
ト
コ
ア
山
口
で
、
第
46
回
定
例
総
会

を
開
催
し
、
８
組
合
15
名
が
出
席
し
た
。

　

谷
口
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
健
康
保

険
組
合
連
合
会
中
国
地
区
統
括
リ
ー

ダ
ー
の
山
地
麻
琴
氏
か
ら
、
中
国
地
区

の
健
康
保
険
組
合
を
取
り
巻
く
情
勢
に

加
え
、
中
国
地
区
連
合
会
の
研
修
な
ど

の
取
組
に
つ
い
て
報
告
い
た
だ
い
た
。

　

議
案
の
令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び

令
和
７
年
度
収
入
支
出
決
算
案
に
つ
い

て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
８
年
度
収
入
支
出
予

算
状
況
、
令
和
８
年
度
の
課
題
と
対
応

案
等
に
つ
い
て
、
各
組
合
か
ら
の
報
告

中
　
国
　
　
　
　
　
　
　

（
中
国
地
区
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

に
よ
り
情
報
の
共
有
を
図
っ
た
。
ま
た
、

令
和
９
年
度
予
算
編
成
に
関
す
る
要
望

事
項
の
提
出
を
依
頼
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
全
国
総
合
健
康
保
険

組
合
協
議
会
の
森
田
章
専
務
理
事
を
講

師
に
迎
え
、「
健
康
保
険
組
合
を
取
り

巻
く
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
た
。

○
定
時
総
会

　

令
和
８
年
５
月
12
日
、
福
岡
市
中
央

区
の
Ｂ
Ｃ
Ｃ
薬
院
ビ
ル
で
、
定
時
総
会

を
開
催
し
、
５
組
合
７
名
が
参
加
し
た
。

　

議
案
の
①
令
和
７
年
度
事
業
報
告
案

並
び
に
収
入
支
出
決
算
案
、
②
令
和
８

年
度
会
費
徴
収
案
、
③
令
和
８
年
度
事

業
計
画
案
並
び
に
収
入
支
出
予
算
案
、　

④
役
員
改
選
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
健
康
保
険
組
合
連
合

会
政
策
・
渉
外
担
当
の
工
藤
智
司
参
与

に
よ
り
、「
健
保
を
取
り
巻
く
情
勢
及

び
健
保
連
に
お
け
る
渉
外
活
動
の
取
り

組
み
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。　

九
　
州
　
　
　
　
　
　
　

（
九
州
地
区
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

詳しくはこちら

加⼊者様もお得！

加⼊者の健康づくりをご提案

GYM SAUNA SPA

初期費⽤無料
法⼈⼊会⾦・年会費が免除【無料】

全国総合健康保険組合協議会は株式会社ルネサンスと
特別法⼈契約を締結しています。
健保加⼊者へ、年に3回実施する
「お得な⼊会キャンペーン」情報を広報頂く事で
初期費⽤無料でご契約いただけます。

スポーツクラブ�ルネサンス 法⼈会員契約のご案内
全総協の会員健保であれば

法⼈契約なら、加⼊者が個⼈で⼊会するより
お得な⾦額で施設利⽤が可能！
法⼈会員契約の詳細ならびに、問合せ・資料請求は、
右記⼆次元バーコードをご確認ください。
既にルネサンスと法⼈契約している組合と同様のサー
ビスを受けることができます。
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表紙のことば

亥い
の

鼻は
な

城
（
通
称
：
千
葉
城
）

今
年
は
「
開
府
９
０
０
年
」

　

千
葉
市
は
、
千
葉
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位

置
し
、
首
都
東
京
ま
で
約
40
ｋｍ
と
い
う
県
都

に
相
応
し
い
要
衝
の
地
に
あ
り
、
２
０
２
１

年
６
月
に
は
市
政
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
２
６
年
、
千
葉
市
は
、
ま
ち
が

開
か
れ
て
か
ら
９
０
０
年
と
い
う
大
き
な
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。
千
葉
の
開
府
は
、
平
安

時
代
後
期
の
１
１
２
６
（
大
治
元
）
年
、
下

総
国
の
武
将
・
千
葉
氏
の
第
２
代
当
主
で
あ

る
常つ

ね

重し
げ

に
よ
っ
て
現
在
の
千
葉
市
中
央
区
亥

鼻
付
近
に
本
拠
地
を
構
え
、
こ
の
地
で
初
め

て
「
千ち

ば
の
す
け

葉
介
」
と
名
乗
り
ま
し
た
。

　

常
重
は
、
１
１
３
５
（
保
延
元
）
年
に
、
家

督
を
嫡
子
の
常つ

ね

胤た
ね

に
譲
り
、
源
頼
朝
の
父
に

当
た
る
義よ

し

朝と
も

と
の
間
で
主
従
関
係
を
結
び
ま

し
た
。

　

平
治
の
乱
（
１
１
５
９
年
）
で
義
朝
が
平

清
盛
に
敗
れ
る
と
、
常
胤
は
所
領
を
没
収
さ

れ
、
継
承
し
た
相
馬
御
厨
な
ど
、
全
て
の
権

利
を
失
い
ま
し
た
。
１
１
８
０
（
治
承
４
）年

に
、
源
頼
朝
が
伊
豆
で
挙
兵
し
、
平
家
方
と

の
戦
い
に
敗
れ
た
際
に
は
頼
朝
を
支
え
、
鎌

倉
に
本
拠
を
構
え
る
こ
と
を
進
言
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
鎌
倉
幕
府
の
中
で
頭
角
を
現

し
、
下
総
国
・
上
総
国
の
２
か
国
を
は
じ
め
、

東
北
地
方
、
九
州
地
方
な
ど
全
国
で
20
数
か

所
と
い
わ
れ
る
広
大
な
所
領
を
獲
得
し
、
屈

指
の
御
家
人
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
室
町
時
代
以
後
、
一
族
は
衰
退

し
、
戦
国
時
代
後
期
に
は
、
小
田
原
城
を
本

拠
と
す
る
後
北
条
氏
に
従
い
ま
す
が
、
後
北

条
氏
が
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
城
攻
め
で
降
伏

す
る
と
、
千
葉
氏
も
所
領
を
没
収
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
こ
に
関
東
の
名
族
と
い
わ
れ

た
千
葉
氏
に
よ
る
約
４
７
０
年
に
わ
た
る
房

総
半
島
北
部
の
支
配
に
終
止
符
が
打
た
れ
ま

し
た
。

　

千
葉
氏
が
本
拠
地
を
置
い
た
千
葉
市
・
亥

鼻
の
地
に
は
天
守
閣
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、

千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

周
辺
は
亥
鼻
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
桜

の
名
所
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
有

名
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
を
訪
れ
た
際
に
は
、

少
し
足
を
延
ば
し
て
歴
史
ロ
マ
ン
を
感
じ
て

は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

２
千
年
の
時
を
超
え
て
咲
く
奇
跡
の
大お

お

賀が

蓮は
す

　

１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
、
千
葉
市
検け

見み

川が
わ

の
東
京
大
学
農

学
部
厚
生
農
場
内

の
泥
炭
層
で
、
植

物
学
者
の
大
賀
一

郎
博
士
と
地
元
小

中
学
生
ら
が
、
約

２
千
年
前
（
縄
文

時
代
）
の
古
代
ハ
ス
の
実
３
個
を
発
掘
し
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
１
個
が
成
長
し
、
翌
年
、

こ
の
蓮
根
が
検
見
川
農
場
・
千
葉
公
園
・
千

葉
県
農
業
試
験
場
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
に
は
千
葉
県
の

天
然
記
念
物
「
検
見
川
の
大
賀
蓮
」
と
し
て

指
定
さ
れ
、
以
来
、
こ
の
蓮
は
「
大
賀
蓮
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
に
は
、
千
葉
市

が
政
令
指
定
都
市
に
な
っ
た
こ
と
等
を
記
念

し
「
市
の
花
」
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉

公
園
の
「
蓮れ

ん

華げ

亭て
い

」（
写
真
左
上
）
で
は
、
大

賀
蓮
を
最
も
近
く
で
観
賞
で
き
ま
す
。

日
本
屈
指
の
貿
易
港
に

　

千
葉
港
は
、
明
治
期
か
ら
開
発
が
進
め
ら

れ
、
戦
後
は
京
葉
工
業
地
帯
の
拠
点
と
し
て

日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
ま
し
た
。
現

在
で
も
貨
物
取
扱
量
は
１
億
ト
ン
を
超
え
る

全
国
第
２
位
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
、
千
葉
県
立
美
術
館
や
、
高
さ
１

２
５
ｍ
の
ポ
ー
ト
タ

ワ
ー
、
港
め
ぐ
り
観

光
船
も
あ
る
市
民
の

憩
い
の
海
辺
と
し
て

賑
わ
っ
て
い
ま
す

（
写
真
上
は
、
ポ
ー

ト
タ
ワ
ー
か
ら
眺
め

た
千
葉
市
中
心
部
の

夜
景
）。　　
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医療とお金の
ガイドブック 医療費が変わります

体裁：Ａ４判　総 16 頁
定価：本体 280 円＋税

体裁：Ａ４判　総４頁
定価：本体 60 円＋税

新刊

新刊

新刊

セルフメディケーション
のすすめ

体裁：Ａ４判　総４頁
定価：本体 60 円＋税

女性の健康ガイド
（理解度チェックつき）

体裁：Ａ４判　総４頁
定価：本体 100 円＋税

整骨院・接骨院の
かかり方

体裁：Ａ４判　総４頁
定価：本体 60 円＋税

みんな、どうしているの？
子どもの病気やけが

体裁：Ａ４判　総 16 頁
定価：本体 450 円＋税

広報誌、健康図書、家庭医学書、市販図書、実務図書の発行

出 版 事 業

スマートフォンに標準対応。 
使いやすさ・機能も大幅に向上

ホームページ・スタンダードプラン V
バージョン

3

個人向け情報提供をサポートします

マイヘルスウェブ

健診のリスクレベルによるサービス案内

Life Portal（ライポ）

健康づくりキャンペーンの実施をお手伝い

マイヘルスアップキャンペーン

着実な実施で達成率95％

特定保健指導

特定保健指導対象外の高リスク者にも確実にアプローチ

重症化予防事業

医療費低減化をサポート

前期高齢者向け電話保健指導『すこやかエイジ』

いつでも相談相手がいる「安心感」を提供します

ファミリー健康相談／ 
ベストドクターズ ®・サービス

こころの悩みや不安に臨床心理士がお応えします

メンタルヘルスカウンセリング

安衛法の改正に対応したストレス対策をご提供

ストレスチェック

健診業務の効率化に

保健事業支援システム

ジェネリック医薬品の使用を促進します

ジェネリック医薬品差額通知（GE-Report）

保険給付適正化をサポート

被扶養者資格調査事業

入庫から保管までレセプトに関する業務を代行します

レセプト管理・分析システム

ご注文・お問い合わせはご注文・お問い合わせは

https://www.sociohealth.co.jp/
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